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堅物社長は初心なフローリストを一途に愛して離しません！









［著］砂原雑音　

［画］桜之こまこ











目次






第一章　憧れの人






第二章　恋に落ちたら






第三章　真夏の夜の夢






第四章　この恋は、夢か幻？






第五章　花のような人






第六章　肌に、伝わる






エピローグ










第一章

憧れの人











　フラワーショップ・キャンディアート。

　業界では最大手のフラワーショップで、全国にチェーン店を展開している。そのうちの一店舗が、とある大きな住宅街の中心に位置する駅前にあった。大きな商業ビル一階に店を構えており、ガラス戸を通して見える色とりどりの花々が、大通りを歩く人々の目を楽しませている。

　ラッピング素材の整理をしていた竹村たけむら一花いちかは、手を休めて顔を上げた。そわそわと落ち着かない気持ちで、店の入り口に視線を向ける。ガラス越しでも熱が伝わりそうなほどの強い日差しが目に入った。

「わ、あれじゃすぐカラカラに渇いちゃう」

　今朝入荷したペチュニアの苗たちが、このまま放っておけばすぐにしおれてしまうだろう。心配になって、レジカウンターに立っている店長に声をかけた。

「日射しがきつくなってきたので、表にいる子たちをもうちょっと内側に避難させてきます」

「あー、悪いなあ竹村。よろしく頼む」

　この店の店長は、ちょっと強面のオジサン、高倉たかくらだ。力仕事はいつも率先してやってくれるのだが、今は本社からの電話対応で忙しそうだった。電話の通話口を手で塞いで、一花に向かって「スマン」と小さく頭を下げる。

「大丈夫です！」

　一花はぐっと親指を立ててみせ、店の外に向かう。自動ドアが開いた瞬間、顔にむあっと外の熱気を感じて思わず眉を寄せた。

「うわ……今日も暑そう」

　今年も猛暑になるという予報を朝のニュースで聞いていた。日光浴をさせていた花の苗たちを、店の庇でできた日陰の中に引き寄せた。朝一番に水やりはしてあったのだが、苗の土に少し触れてみると、すっかり渇いてしまっている。水やり用のホースを引っ張り、通行人に気を付けながら苗にさあっと水を降りかけた。

「みんな、暑かったね」

　つい声をかけてしまうのは、一花のくせだ。子供の頃から花が好きで、つい人と同じように話しかけてしまう。通行人にうっかり聞かれて変な人に見られるのは嫌で、小さな声ではあるけれど。

　その間も、後ろから真夏の日差しが降り注ぐ。薄茶色の髪は背中まであり、仕事をするには邪魔だ。そのため、アップにまとめてバレッタで留めてある。剥き出しになった首筋に直射日光が当たって、肌を焼きヒリヒリとした。

　苗の土の色が全て、水を含んだ濃い色に変わったのを確認し水を止める。途端、むわっと湿気をたっぷり含んだ空気が足元から立ち上った。本日の不快指数は、きっと最大数だろう。

「暑いぃ……。まだ午前中なのにこの暑さって」

　ほんの少し身体を動かした程度なのに、どっと汗が噴き出してくる。白のブラウスがぺたりと肌に張り付いていた。その上から店指定のチョコレート色のエプロンを身に着けているため、透けて見える心配はないけれど、まとわりつくようでそれもまた暑苦しい。

　ハンカチで汗をぬぐいながら、道を行く人の流れに目を向けた。女性のほとんどは日傘を差している。今日は土曜のため、スーツ姿よりもラフなスタイルの人が多かった。

　つい、人並みを縫って駅の方を見つめる。毎週土曜、一花には待ち焦がれているお客様がいる。

　いつも計ったように同じ時間に来店されるのだが、今日はなぜだか少し遅い。腕時計を見てみれば既に十分ほど過ぎていた。

　もう一度顔を上げた一花の目に、人波から頭一つ飛び出た長身の男性の姿が入り込む。とくん……とひとつ鼓動が跳ねた。

　慌ててホースを丸めながら、店の中に戻り片付ける。汗だくになってしまったことを後悔した。冷房で汗が引くにはしばらくかかりそうで、彼の到着までには間に合いそうにない。

　案の定、ハンカチで額と首筋の汗を拭っている間に自動ドアが開いた。

「い、いらっしゃいませ」

　入り口近くにある、ひまわりの切り花の側で彼を出迎える。近づくと圧迫を感じるほど背が高い。すっと伸びた鼻筋、細く綺麗な眉は男らしくきりりとして、眉尻が僅かに上がっている。黒く艶やかな前髪がさらりと揺れて、髪と同じく黒い瞳が覗いた。

　その綺麗な顔に、うっかり見惚れていた。彼が一花の目の前を横切る寸前、ちらりとその瞳が動く。視線が絡まり、思わずぴんっと背筋を伸ばした。

「いらっしゃいませ、いつもありがとうございます」

　彼が来ると、いつも緊張して上手く接客できない。今も、同じ言葉を繰り返した挙げ句声が上ずっていた。それでも、せいいっぱい笑ったつもりだ。

　だが、彼は無言で小さく頭を下げただけ。そのままいつものアレンジメントが飾ってある場所へと、一花の前を横切って行った。

「き、緊張した……」

　聞こえないように小さな声で呟き、深呼吸をする。彼が向かったアレンジメントの棚が見える位置に移動した。並ぶ切り花の傷みを見ながら、ついそわそわと彼の様子を窺う。彼が見ているフラワーアレンジメントの中には、一花が作ったものもあるからだ。

　オーダーで作ることも多いけれど、並べてあるものから選んで買っていく人もいる。男性はいつも後者だった。毎週土曜、この時間にやってきてあの棚からフラワーアレンジをひとつ買っていく。

（……今日は、どれを選ぶかな）

　バラとシャクヤクの華やかで上品なアレンジは、高倉店長の作品だ。強面からは想像できない優雅な作品を得意としている。ガーベラとスプレーマムの淡い色で可愛らしいアレンジが一花の同僚、里香の作品。そして一番端、ヒマワリのアレンジメントが一花のものだった。

　夏らしくヒマワリの鮮やかな黄色をベースに、それでいて涼し気に見えるようスモークツリーを背景に取り入れた。差し色に、赤のグロリオサを一輪だけ挿してある。

　一花はそっと、男性の横顔を覗き見た。少し冷ややかに見えるくらいの綺麗な面差しが、花を選んでいる時は僅かに口元が緩み、柔らかくなる。

　そんな表情を見ると思うのだ、きっと優しい人に違いない、と。

　ぽうっと男性の横顔を見つめていると、その横顔がくるりと向きを変え一花を見た。

「すみません、これをお願いします」

「あ……は、はいっ！　ありがとうございます！」

　ぱあっと一花の表情が華やぐ。彼が指差したのは、ヒマワリの、自分が作ったアレンジメントだったからだ。

（やったっ……！）

　内心は小躍りしそうなほどに嬉しい。だがそれはどうにか抑え込み、口元にだけ笑みを浮かべた。

「すぐにご用意いたしますので、どうぞこちらへ」

　レジ近くのカウンターにある椅子を勧めると、一花は急いでショップバッグとリボンの用意を始めた。




「はあぁ……うれしかったぁ」

　男性を見送ったあと、一花はレジに戻ってため息を混じらせながら呟いた。一花が接客している間に出勤してきた里香が、その呟きを拾いくすりと笑う。

「今日は一花ちゃんのだった？」

「そうなの！　ここんとこ店長に負けてたから、ほんとに嬉しい」

　あの男性が選ぶのは、優雅な雰囲気のある花が多かった。だから彼が来るとわかっている土曜日は、そういったアレンジを意識して作ることを考えたこともある。

　だが、優雅さで競えばやっぱり店長の作品に敵う気がせず、結局いつも自分らしさを優先させた。だからこそ今日、自分の作品を彼が指差してくれた時は喜びもひとしおだった。

「憧れの人にお花を選んでもらえるのって、こんなに幸せなんだねー……」

　使用した赤いリボンの残りをくるくると巻き取りながらうっとりとして言うと、里香は呆れた調子で返した。

「えー……それだけで幸せなんて、思ってていいの？」

「だって幸せだし」

「すきならもっと積極的にいかなきゃ。話しかけてきっかけ作っちゃえばいいのに」

「えええ……いや、すき、っていうか憧れてるだけで……優しそうだなって」

　途端、顔が茹だったように真っ赤に染まる。これでは好きだと言ってるようなものだと、里香に浮かぶのは苦笑いだ。

「きっかけなんてそんなものでしょ。いいじゃない、憧れだって」

「でも、急に店員に話しかけられたらびっくりするって。変なやつって思われたくないし」

　そんなに急に親し気に話しかけられても困るだろう、と一花は思う。だがしかし、このままでいても何も進展しないこともよくわかっていた。

「別に今すぐ告白しろって言ってるわけじゃないんだから。はっきり言うけどまだ何も始まってないんだからね。まずは話しかけて、ちょっとはプライベートな会話に持ち込まないと、彼女がいるかどうかもわからないじゃない」

　里香の言うことはもっともだった。

「う、うん。次、がんばる」

（けど……もし、彼女とかいたらショックなんだけど。いや、いないわけないかな……あの見た目だもん）

　そう思うと、声をかける勇気も出そうにない。自信なさげに頷く一花の背中を、里香は励ますようにばしっと叩くのだった。




　一花がフローリストになりたいと思ったのは、高校生の頃だ。キャンディアートのある大通りを通学路にしていて、華やかな店内に憧れた。実際には力仕事も多いし、可愛らしいだけではない。実際に働いてみてわかったことだったが、中々に厳しい仕事だ。それでも辞めたいとは思わなかった。

　それは、キャンディアートで請け負う仕事が、花の販売だけではないことが大きい。この店では、ブライダル業界とも取引があり披露宴会場のセッティングやブーケの作成も請け負っていた。結婚式場だけでなく、一般企業からのパーティ会場の装花の依頼や、デコレーションの仕事が来ることもある。

　人や会社にとって門出となるシーンを花で飾り祝うことのできるこの仕事に、やりがいを感じていた。




「えっ、私、ご指名？」

　ある日、高倉店長に呼ばれて話を聞けば、ある企業からレセプションパーティ会場の装花の仕事が入ったという。

　しかも、竹村一花ご指名で。

「えっ、えっ！　嬉しい！　やります、頑張ります！」

　装花の仕事を受けるのは、初めてじゃない。会場のコーディネートなども何度か行ったことがあるが、指名をもらったのは初めてのことだった。

「なんで私指名なんでしょう？　以前に受けた会社とかでしょうか？」

「いや、初めて聞く会社だな。なんでもまだ起業して数年のＩＴベンチャーらしいが」

　依頼に来たときにもらったという名刺と企業パンフレットを店長とふたりで覗き込む。どうやら、企業向けのシステムやアプリ開発などをしている会社らしい。

「どんな人が来られたんです？」

「如何にも秘書って感じの、怖そうな姉ちゃんだった。ほれ、この名刺持っていけ」

「ええぇ……怖そうなんですか……」

　当日の生け込みまでに打ち合わせをしなければならない相手だというのに、脅かさないで欲しい。だがしかし、仕事なのだからそんなことは言っていられないのだが。

「初めてのお客様でご指名ってことは、誰かのご紹介かもしれないですし。気合い入れていきます」

「おお。頑張ってこいや」

　名刺と企業パンフレットを大切に預かって、一花はぺこりと頭を下げた。




　おおまかなイメージやどういったパーティの場なのかなど、最初に対応した店長が確認してくれていた。一花はまず仕上がりイメージを二点ほどイラストに起こし、打ち合わせに向かう。その会社が入っている大きなビルに、圧倒された。

　商業施設、オフィス、ホテルの複合施設になっており、一階フロアはレストランなども入っていて人が賑わっている。だが、オフィスのある中階層行きのエレベーターにはホールの手前にゲートがあり、許可証を持つ者しか入れない。そのため、一花が通された来客ブースは喧噪から遠ざかり、比較的静かな空間になっていた。

　緊張の面持ちで待つ。しばらくして現れた女性は古賀という名刺の人物だった。イラスト二点とそれぞれの花のリストを資料として渡すと、こちらが説明する前に彼女の方から色々と質問をしてくる。店長が言っていたとおり〝いかにも秘書〟という雰囲気だったが、決して怖い人ではなかった。

「少々お待ちください。社長に確認を取ります」

「よろしくお願いいたします」

　社長、と聞いて余計に緊張が増す。てっきり、秘書の古賀が全て決めるものなのだと思っていた。

（社長さんが確認するんだ……そんなに大事なパーティなのかな）

「お待たせいたしました」

　古賀が戻り、にっこりと一花に向かい微笑んだ。どうやら良い知らせのようだ、とほっと肩の力が抜ける。

「竹村さんが良いと思う方で、とのことです。お任せします」

「えっ、本当に？」

　驚きのあまり声が大きくなり、慌てて口元を抑えた。一発OKというだけでも十分嬉しいのに、一花に一任してくれるという。

　だが、少し引っかかるものもあり、おずおずと古賀に尋ねた。

「あの。どうして私を指名していただけたんでしょう？」

　そんなにも、自分のフラワーアレンジを気に入ってくれているのだろうか。だとしたらもちろん嬉しいと思うけれど、あんまりあっさりとされるとパーティ会場の装飾などさして重要視していないとも受け取れる。

　一花の質問に、古賀も小さく首をひねった。

「申し訳ありません、私も詳しくは……社長からキャンディアートの竹村さんにお願いするようにと指示がありましたので。どこかで竹村さんの作品を気に入られたのではないでしょうか」

「そうなんですか……」

「そう窺っております」

　以前に購入してくれたお客様だろうか。フラワーアレンジには作成者の名前は記していない。尋ねでもしない限りわからないはずだ。誰が作ったものかわざわざ尋ねてくれたのだとしたら、嬉しい。

「ご期待に添えますよう、頑張りますとお伝えください」

　この時、一花の頭の中では年配の、優しそうなオジサマ像が浮かんでいた。こんな立派なオフィスビルに入れる会社の社長さんなのだ。自分の父親くらいの年齢かそれ以上だろうと勝手に思い込んでいたのだが。それはパーティ当日、装花の生け込みの時に、裏切られることとなる。




　パーティはそのオフィスビルのニ十階にある、貸フロアで行われる。こういった、企業のイベントや式典、時にはウェディングパーティなどにもよく使われているらしい。

　更に上階はホテルの客室だ。パーティのゲストのために、宿泊や休憩に利用しやすいようにということだろう。よくできている。

　一花は当日朝十時に、店長と一緒に会場入りした。前日に搬送しておいた大きな花器の前でシートを広げて、運んできた花を下ろす。

「竹村は生け込みやってろ。水の手配は俺がやるから」

「はい、すみません」

「それが終わったら俺は店に戻るからな。竹村は、今日は直帰していいぞ。荷物は搬送口の警備員室に預けておいたらいいから」

「ありがとうございます」

　花を生けるのに、大きくなればなるほど男の手が必要になる。なにせ花器も大きいから大量の水を運んでこなければならないし、花の量も半端ない。女ひとりでは無理なことが多かった。生けてしまえば、あとは空のバケツやシートだけなので軽いものなのだけど。

　広い会場はまだ誰もおらずしんと静まり返っている。新しいシステム開発のためのレセプションパーティで、社内の意欲向上も兼ねて社長が考えたと聞いた。

（きっと、社員思いの優しい社長さんなんだろうな）

　今日のために、数種類のダリアを中心にオーダーしてある。大輪のものから、ミニサイズの可愛らしいものまで。色も様々だ。白いバラは大輪の鮮やかなダリアを目立たせるように使い、たっぷりのグリーンを間に差し込む。

「たくさんの人に見てもらえたらいいね」

　そして会場に集まる人々の目を、一瞬でも楽しませることができるように。気持ちを込めながら、生け込みに没頭した。

　パーティは夕方五時からだ。三時以降にはパーティ会場の準備やケータリングサービスの業者も入る予定だと聞かされている。邪魔になってはいけないと昼食も取らずに生け込みをして約四時間。古賀に電話連絡し、でき上がった旨を伝えるとすぐに確認に来るという。

　古賀を待っている間に、スマホで花の画像を撮り店長にも送信する。とん、と画面をタップした時だった。

「お疲れ様です」

　男性の声が聞こえた。もう業者の人が来たのだろうかと振り向いて、一花は固まった。

「え……お、お疲れ様です？」

　驚きと緊張からか、語尾があがり尋ねるようなイントネーションになってしまった。恥ずかしくなり、頬を染める。だが、どうして彼がそこにいるのかわからない。

　土曜日、いつもフラワーアレンジを買いに来るあの男性がスーツ姿でそこに立っていたのだ。

　まっすぐに一花を見つめる黒い瞳が、背後の花に向けられた。それから、小さく口角を上げる。来店して花を選んでいる時に一瞬だけ見られる、あの微笑みと同じだった。

「綺麗ですね」

「あ……ありがとうございます」

　突然の遭遇に、混乱していた。スマホを持つ手に、じっとりと汗が滲んでくる。

　彼は、このビルで働いているのだろうか？　一花を、自分がいつも通っているキャンディアートの店員だと気づいていて声をかけてきたのだろうか。まず、それもわからない。

（店のエプロンは着けているけど。覚えてくれてるのかな？）

「あ、あの。いつもご利用、ありがとうございます。キャンディアートの竹村です」

　自分から名乗り、ぺこりと頭を下げる。すると彼は、驚いたように目を見開いた。

「あ、あれ？　土曜日にいつもフラワーアレンジを買いに来る方……ですよね？」

「ああ……顔を覚えてくれているとは思わなかった」

　ほんの少し口元を綻ばせたその表情は、照れたようにも見える。どちらかといえば基本無表情でとっつきにくい印象の男性だけれど、話せば案外口調も柔らかだった。いつもは横からしか見られなかった笑顔が今は自分に向けられていて、それが一花の心臓を騒がせる。

「わ、忘れません。だってすごい美人さんだし……」

　かっこいい、と言うのは恥ずかしく別の言葉を探した結果、なぜだか「美人さん」という言葉が出て来てしまった。

（男の人に言う言葉じゃなかったぁ……）

　失言に泣きたくなってくる。だが、彼は嫌な顔はみせなかった。

「……美人、というのは初めて言われたかな」

「す、すみません……失礼なこと言って」

　店で顔を合わせるときよりも親し気に声をかけられて嬉しいのに、もう少しまともな受け答えができないものだろうか。

　ますます耳も顔も真っ赤にしながら俯いてしまうと、ふっと息を吐いたような小さな笑い声がする。その声につられて目線だけ上げれば、優しい笑顔がそこにあった。

　じっと目があったまま。それは数秒ほどのことだったのだが、一花には倍以上に長く感じられる。どうしてこんなにも見つめられているのかわからないけれど、一花からも逸らすことができなかった。

「あ、あの？」

　何か会話の糸口を、と思うのに動揺して余計に言葉が探せない。なぜ見つめ合うことになっているのか、理由を考えてもわからないまま先に限界がやってきた。

「それでは……後片付けもありますし、花の確認もしてもらわなければいけないので……」

　そう言葉にするとようやく目が離せた。俯いて、手の指を握り合わせながらちらりと横に視線を向ける。

　シートは畳んであるし、後は台車にゴミ袋と空のバケツと一緒に乗せるだけだ。せっかく親しくなるチャンスだというのに、自分から素っ気ないことを言ってしまった。けれど、これは仕方ない。こんな綺麗な人に見つめられながら会話を探すには、もう少し心臓を鍛えてからでなければ。

　だが、次の瞬間、彼は思いがけない行動に出た。

「これはどこに運べばいい？」

「えっ？」

　畳んであった台車を起こして、そこに荷物を積み始めたのだ。

「あっ！　いえ、待ってください、私の仕事ですから！」

「力仕事はできるものがやればいい。場所を教えてくれないか」

「あ、搬送口の警備室に預かってもらうことになってて、後で店長が取りに……って、そうじゃなくて。お花を確認してもらわなければいけないし」

　慌てて説明したが、彼の行動はそれより早い。さっさと荷物を全部台車に乗せてしまう。そして改めて一花が活けた装花を見つめた。

「とても綺麗だと思います。夏らしく明るい色合いで、夏バテ気味で覇気のない社員たちの背筋も伸びそうだ。ありがとう」

「……え？」

　たしかに、花の確認をしてもらわなければいけないのだが、それはこの仕事を依頼してくれた会社の人に、であって。彼にではない。

　きょとんとしている一花に向かい、彼はスーツの内側に手を入れると名刺を一枚取り出した。

「瀬名せな和樹かずきといいます」

「瀬名、さん……」

　名刺を受け取る。中央に「瀬名和樹」と書かれてあり、社名は一花が依頼された会社の名前だった。そして肩書きのところには「President」とある。

（……プ……プレジデント……って。なんだっけ）

　あまり英語が得意ではない。それでも聞いたことのある単語で、数秒の時間はかかったがどうにか思い出せた。

「あ！　わかった、社長だ。社長……え、社長さん？」

　名刺から再び彼の方へ視線を向ける。

　つまり、彼がこの仕事を一花に指名してくれた張本人だということだ。そう気が付くと、一花はぴんっと背筋を伸ばし、慌てて深々と頭を下げた。

「す、すみません！　大変失礼いたしました、この度は、あの……」

　よほど一花の反応がおかしかったのか、彼はくっと肩を揺らして笑いを堪えた。店に来ている時の印象でしかないが、無表情が基本装備のような人だ。だからこそちょっと笑うと、どきりとする。

「構わないよ。それより、早くこれを運んでしまおう」

「え、あ、え、そ……瀬名さんっ、私が押しますっ！」

　慌てる一花を他所に、彼はさっさとエレベーターの方へと台車を押して行ってしまった。

　まさか、彼が仕事の依頼人だったなんて。しかも、社長だという。頭がついていけずに、焦るばかりだ。しかもその社長で依頼人の彼に、とうとう警備員室まで台車を押してもらってしまった。一花は恐縮しきりでぺこぺこと頭を下げる。

「すみません、すみません本当に」

　里香に、次に会ったら自分から声をかけて積極的に、なんて言われたけれど、とてもじゃないがそれどころではない。謝り倒す一花に、彼は困ったように笑った。

「そんなに謝られたら、逆に悪いことをしたような気になるな」

「え。あ……すみませ……あ」

　結局謝罪の言葉がでかけたが、気づいて途中でやめた。たしかに、さっきから謝ってばかりだ。

「えっと、じゃあ……ありがとうございます」

　はにかみながらそう言うと、瀬名は嬉しそうに微笑んだ。

　こんな、気さくに接してくれる人だとは思わなかった。そのことが一花の緊張をゆるりと解く。

「それと、ご指名いただいて嬉しかったです。私、初めてで」

　初の指名が憧れの人だったことで、余計に気持ちが舞い上がる。照れ隠しのくせで、前髪を手で撫でつけながらそう言った。

「土曜日、瀬名さんが誰のフラワーアレンジを選んでくださるのか、私いつも楽しみで……こないだのヒマワリのアレンジ、あれ私のなんです。選んでくださってありがとうございます」

「君のだろうな、となんとなく気が付いた」

「え？　ほんとですか、どうして？」

　名前が書いてあるわけでもないのに？

　不思議に思い首を傾げるが、彼は小さく笑っただけだった。

　瀬名は、余り口数の多い方ではないのだろう。さっきから、なかなか会話が繋がらない。その割にじっとこちらを見つめてくる目は、何か意思や感情が込められているようで、どう反応したらいいのかわからなくなる。

「あ……の……」

「……竹村さんは、今日この後はお店ですか」

　やっと、彼の方から言葉が出てくれた。なぜだかほっとしてしまう。

「いえ、今日は生け込みだけで、直帰なんです。せっかくだし、ビルの中で買い物でもして、何か食べて帰ろうかなって……ここ今まで来たことがなかったんですけど、ショッピングフロアもレストランもいっぱいあっていいですね」

　さっきまでの緊張の反動か、余計な言葉までぺらぺらと出てしまった。しかしそこで、はっとする。

「す、すみません。瀬名さん、お仕事中ですよね、お忙しいのに」

　仕事中なのは間違いない。ここまで荷物を運ばせて、これ以上邪魔をしてはいけないと慌てて頭を下げた。瀬名の方は首を振り、そんなことはないと言いたげだが、焦った一花は気付かない。

「それじゃ、今日は本当にありがとうございました」

　本当は、もっと話していたかった。だが、これ以上会話を繋ぐ自信もないのと、続く緊張には耐えられない。それに今度からは、土曜に来店してもこれまでより会話ができそうな気がする。だから今日のところは、退散だ。

　ところが身を翻そうとしたその前に、大きな手に手首を掴まれる。その感触に、自分の手首と瀬名の顔を交互に見た。

「あ、あの？」

　瀬名の眉間にくっきりと皺が刻まれる。

　何かいけなかっただろうか。失礼なことをしただろうかと不安になったが、瀬名の言葉は思いがけないものだった。

「良ければ、今夜のレセプションパーティに招待したい」

「えっ？」

　なぜ私が？　ただ装花の仕事を請け負っただけなのに？

　訝しむ一花に、瀬名は淡々とした声で続けた。

「取引先も招待しているが、ほとんどが社内の人間だ。それほど堅苦しい席でもないから、ぜひ」

　そうか、取引先との付き合いの一環ということか、と納得した。それにしてもあまりにも険しい表情で言われたものだから、一花は戸惑いながらもこくこくと頷く。たとえ、仕事の一環でも、嬉しい。

「……えっと、ご迷惑ではないのなら、ぜひ」

　憧れの人からパーティに招待された。……その時点でもう冷静な判断はできなくなっていた、と後にして思う。




　招待を受けたものの、一花の服装はとてもじゃないがパーティに出られるものではないし、当然何の準備もない。一度帰って準備をしたいと申し出たが、瀬名は心得たように一花の手を引いた。

　最初に連れて行かれたのは、ショッピングフロアだ。確かにさっき行きたいとは言ったけれど、どうして瀬名に手を引かれながらなのか。頭の中が熱くなって、まともにものが考えられない。

　好きなブランドはと聞かれて意味も解らず、いつも買う量販店のブランドを告げたのだが「それは入ってないな」と言われ、立ち並ぶ店舗の中から高級ブランド店へと連れ込まれた。

　晴れやかな色合いの綺麗なワンピースとそれに合わせて華奢なヒールのパンプスを。これは経費で落ちるのだろうか。店長に怒られるだろうかとびくびくしたが、どういうわけか全て瀬名が支払ってしまった。

　とんでもない、と慌てたが、そこで何かおかしいとやっと気が付く。いくらなんでも、懇意にしている花屋の従業員の服まで提供するのは、変だ。

「あ、あのっ！　こんなにお世話になるわけには……」

　今更もう遅いかもしれないが、何も言わずにはいられない。店を出てから足早に歩く瀬名の後を、懸命に追いかけながらそう言ったのだが。

「いや、お誘いしたのはこちらの方だ。俺は一度仕事に戻らなければいけないが」

「えっ？」

　またひとつの店の扉を瀬名が押し開ける。促されるままに中に入ったが、瀬名が後から続いて入ってくる気配はなく、慌てて振り向いた。

「後で迎えに来る。よろしく頼む」

　そのセリフは、一花にではなくその背後にいる店員……美容師に向かって、だ。

「えっ、ちょ、あの」

「かしこまりました、瀬名さま」

　呆気に取られているうちに、瀬名はさっさと背を向けた。

　仕事が忙しい人なのだろう、なんとなくだけれどそれはわかる。わかるけれど……もう少しこちらの話を聞いてはくれないのか。

　ぱたん、とドアが閉まって呆然としていると、とんとんと肩を叩かれる。振り向くと、綺麗なお姉さんふたりがにっこりと笑って、手で店内を指示していた。

「お客様、どうぞこちらへ」

　どうしてこうなった。そう頭を過ったが、今の自分がパーティに出られるような髪ではないことはわかっている。シュシュでひとつに結んだだけで、顔もほぼすっぴんだ。

「……お願いします」

　観念して、一歩踏み出すことにした。










第二章

恋に落ちたら











　美容室で髪をアップにまとめてもらい、メイクも施された一花を迎えに来たのは、瀬名ではなく秘書の古賀だった。

「あの……すみません、図々しくご招待を受けてしまって」

「いえいえ。瀬名はどうも、言葉が威圧的でしょう。断れなかったんじゃないですか？」

　恐縮仕切りの一花に、彼女の方がどことなく申し訳なさそうだ。しかし一花は首を傾げる。

「いえ、そんなことは」

　彼は人からそう思われることが多いのだろうか？

　確かに表情が豊かとはいえないけれど、話すと案外口調は柔らかい。ちょっと話を聞いて欲しいと思うくらいに強引だとは感じたけれど、威圧的とは思わなかった。もっともそれは、一花が彼の部下でもなんでもないからかもしれないけれど。

　瀬名が花を見つめる時の優しい横顔を一花が知っているから、怖いとも思わないのもあるかもしれない。

「本当にすみません。キャンディアートさんにはこれからお世話になるからって……急にお誘いしても準備もなしじゃ困るでしょうって言ったんですけど」

「いえ、大丈夫です。ありがとうございます」

「もう、堅苦しい事業発表なんかは終わりましたから。ケータリングサービスは評判の良いところに依頼したので、お食事を楽しんでいってください」

　そう言いながら古賀がパーティ会場の重い観音扉を押し開ける。にぎやかな人の騒めきと音楽が流れ出て、少しだけ一花の足を竦ませた。

　本当に自分がこの中に足を踏み入れてもいいのかと。けれど突っ立っているわけにもいかず、古賀の後に続いた。

　イベント会場奥、壇上の隅に一花がさきほど生けた装花がある。フロアの中央には、その時にはなかった細長いテーブルが幾つか並べられ、立食形式となっていた。

　会場の雰囲気に、圧倒される。起業してまだそれほど年数の経っていない会社だと聞いたから、もっと少人数なのかと思っていたが、とんでもない。

「す、すごい人ですね」

「取引先からも来てますからね。企業向けの新システムの発表があったので」

「そうなんですか……」

　ついきょろきょろと会場内を見わたしてしまう。男女共に若い社員が多い。そこに混じって貫禄のある男性などもちらちらと見かけるが、おそらくそれが取引先だろうか。

「あ……」

　その中に、瀬名の姿を見つけた。年配の男性と何やら談笑をしていた。

「では、私はこれで。どうぞお食事を楽しんでください」

「あ、あの！　ありがとうございます、お仕事中にお手数をおかけして申し訳ありませんでした」

　一礼をして背を向けようとする古賀に、慌てて声をかけて感謝を述べる。実際に中に入ってしまうと、本当に自分はここにいてもいいのか、仕事の邪魔をしてしまっていないのだろうかと申し訳なさが募っていた。

「いいえ。これも仕事ですから」

　にっこりと綺麗な笑顔を浮かべて、颯爽と会場内を歩いていく。そうして、瀬名が話している会話の輪の中にするりと入り込んでいった。

　いかにも秘書、と店長が言っていたけれど、なるほどと思う。一花よりは年上だろうが多分まだ二十代だろう。若いのに、堂々とした立ち居振る舞いが彼女を美しく、大人っぽく見せている。瀬名の隣に並ぶ姿に、チクリと胸に針で刺したような痛みがあった。

（……とても、お似合い。もしかして、恋人とか？）

　社長と秘書、というだけでなんとなく親密さを感じてしまうのは、小説や漫画の読みすぎだろうか。けれど確かに、ふたりはお似合いに見えた。

　招待されて、服やヘアメイクまでしてもらって、自分ではそう期待していないつもりでもやはり浮かれていたのかもしれない。変に、衝撃が大きかった。ショックを感じる立場でもないのに。

「シャンパンはいかがですか？」

　ぼんやりと突っ立っていれば、ギャルソンの格好をした男性がシルバーのトレイを片手に持って声をかけてくれた。

「ありがとうございます」

　お酒はあまり得意ではないけれど、断るのも申し訳ないような気がして、それに喉も渇いていた。水が欲しい、とも言いづらくシャンパングラスをひとつ受け取る。

　ひとくち含むとぱちぱちと弾ける甘みが舌の上に広がった。

「あ、おいしい」

「お食事もどうぞ、お楽しみください」

　ありがとう、と会釈をしてもうひとくち含むと、アルコールのせいかふわりと鼻や喉の辺りで温かくなる。

「……よし。何か食べよ」

　凹んでいても仕方がない。あんな素敵な人に恋人がいないはずがないのだから。ならば、せっかく気を使って招待してくれたのだ、沈んだ顔を見せていては申し訳ない。瀬名と古賀ふたりの姿から目を逸らし料理が並ぶテーブルに意識を向けることにした。




　きゅるるる。と腹の虫が鳴く。今まさにサンドイッチを食べている最中だというのに、もっと寄越せと催促をしているようだ。恥ずかしくて慌てて周囲に目を走らせる。幸い音楽が流れているから、周囲には知られなかったようだけれど、その音で今日自分が昼食も食べずにいたことを思い出した。あれこれと腹に入れて、胃が活発に動き出したらしい。

（生け込みしてると、つい夢中になって忘れちゃうんだよね）

　とりあえず満腹になるまで食べれば腹の虫もおさまるだろうかと、サンドイッチを食べ終えて従業員らしき人に皿を返した、その時だった。

「竹村さん」

　その声に振り向くと、瀬名が立っていた。少し眉を寄せた表情が、何かに焦ったように見える。

「瀬名さん？」

「すまない、ひとりにしてしまった」

　まさか、そんなことを気にしてきてくれたのか。慌てて頭を振って笑ってみせた。

「大丈夫です、お食事いただいてます。本当に美味しくて……」

　その時また、腹の虫が盛大に鳴いた。しかも今度は、ぐうぅぅぅ、と唸るような音で、長い。やばい、と慌てて片手をお腹に当てたところで収まるものでもなかった。

　き、聞こえてませんように……！

　おそるおそる瀬名の表情を窺うと、彼は軽く瞠目どうもくした後。

「好き嫌いはありますか。肉が嫌い、とか」

「え、いえ、特には」

　瀬名がある場所を指差した。シェフが焼き上げたばかりのステーキ肉を一口サイズにし、小皿に取り分けている。

「あのフィレ肉が美味かった。もらってこよう」

　そう言われてしまっては、もう聞こえていたと観念するしかない。

　顔から耳まで真っ赤に染めながら項垂れる。がっつり肉料理を勧められてしまった。死ぬほど恥ずかしいが、諦めて礼を言う。

「……ありがとうございます」

　あんな音を聞かれた後でいらないと言っても白々しいだけだろう。

　瀬名がふたつ皿をもらってきてくれて、ひとつをこちらに手渡してくれる。その間、何を話せばいいのかわからず沈黙が漂った。彼の方から何か話題を振ってくれる様子もない。

「美味しいです」

「よかった」

　そこでまた、会話が止まってしまう。瀬名はやはり、無口な性格なのだろう。一花自身も緊張していてうまく会話の糸口が探せない。

　だが、キャンディアートの店員として招待されたのなら、またお仕事をいただけるようにアピールしておかなければいけないだろうか。

　しかし、あまり図々しくしてもいけないだろうし、と言葉に迷っていれば、瀬名の方から話を切り出された。

「ありがとう。女性社員に評判が良い」

「え？」

　瀬名の目線を追えば、その先には一花の装花があった。

「ありがとうございます。良かった……」

「古賀が、また頼めないかと言っていた。取引先の新支社の開設祝いに花を贈るんだが」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　どこの会社でも、祝い事に花を贈る機会はある。信頼を得てこの先に繋がるなら、ありがたいお話だ。今回の仕事の成果として、店長に嬉しい報告ができそうだ。

　仕事が認められ、次に繋がるのはやはり嬉しい。ぱっと一花の目が輝き、それから嬉しそうに細められて口元は綻ぶ。それを見た瀬名もまた、いくらか表情を和らげた。

「また古賀から話がいくだろうから、よろしくお願いします」

「はい！　ありがとうございます」

　深く頭を下げる。その時、視界に入ったのは真新しい、いつもは履かないような華奢なパンプスだ。そこで、はっとした。

「あの！　それと、先ほどのお買い物でかかった費用を……」

「いや。こちらが勝手に招待したのだから」

「そんなわけにはいきません、店長にしかられてしまいます」

　大事な取引先となるのだ。やはり、一度家に帰って準備をして、改めてお邪魔するべきだった。

　しかし、一花の言葉に瀬名が一瞬目を見開き、それから言葉を探すように数度唇が動く。

「……会社からではなく一個人として」

「えっ」

　一個人として。だとしたら、尚更もらう理由はない。どうして、と戸惑いの表情を隠せない一花に、そっと瀬名の手が伸びてきた。

　大きな手だった。なのに、触れ方は驚くほど柔らかく優しく、親指と人差し指で一花の手首に触れる。それだけで、息が止まった。

　なぜそんなことを瀬名がするのか、よくわからない。頭も働かない。一花を混乱させている当人も、手首に触れたまま言葉を探しているような、少し硬い表情だった。

「……引き留めておく理由が欲しかった」

　周囲の人には聞こえなかっただろう。だけど一花の耳にははっきりと届いた。少し早口のその言葉の意味を、理解できないままでいると彼を呼ぶ声がした。すっ、と手首に触れていた大きな手が離れていった。

「すまない、少し外すけれど……待っていて欲しい」

　呼ばれた方へと踵を返し遠ざかっていく背中を見ながら。

「え……？」

　ぽかん、として、それからじわじわと頬や耳に熱が集まる。男の人に、あんな言葉をかけられたのは初めてだった。




　瀬名が戻ってきたのは、それから三十分ほどが過ぎた頃だろうか。社長としてあらかたゲストに声をかけ終え、最後に挨拶をしてお役御免となったようだ。

（本当に待ってていいの？　でも待てと言われたのに勝手に帰るのは良くないし。瀬名さんはどうして私を引き留めたかったんだろう？）

　あれこれと考えながら待っている間に、シャンパンのグラスを三杯空けてしまった。くらくらとアルコール特有のゆるい眩暈がする。意識ははっきりしておりほろ酔い程度だが、肌が赤く染まっているのを見て心配したのだろう。戻ってきた瀬名に、会場の外に連れ出された。

「どこかに座れる場所を……」

「全然平気です。すぐ赤くなる体質なだけで。けど、パーティはいいんですか？」

　どこに向かうのかわからないまま、空間をひとりぶんほど空けた隣を歩く。ゆっくりとしたペースなのは、一花の足元が覚束ないと気遣ってくれているのだろうか。

「あとは無礼講だから。好き勝手に飲み食いして帰るだろう」

「たしかに、ちょっと盛り上がってきてましたね」

　若い社員が多いからか、酒が入り始めると声が自然と大きくなり、会場内は楽し気な騒めきで満たされた。パーティというよりは居酒屋での大人数の飲み会のような空気だった。

　待っている間に、気遣ってくれたのか女性社員が時々声をかけてくれて、まるきりひとりというわけではなく。ただ……そのおかげであまり聞きたくなかったことも聞いてしまったが。

　ふたりで話していた数分を見られていたのだろう。女性社員数人に、社長とどういう関係なのかと尋ねられたのだ。嫌な雰囲気ではなかった。ただ女子特有の、キラキラとした目というか興味津々の表情から、特別な関係なのかどうかを聞かれているのだとすぐ気が付いた。

　とんでもない、と慌てて否定した。

「なあんだ、そっかあ」

「だから古賀さんが言ってたでしょ。フローリストの方だって」

「やっぱり、特定の人はいないのよ。そんなタイプじゃないでしょ」

「そうだけど。とうとうひとりに絞ったのかと思ったのよ」

　まるで、特定ではない相手なら何人かいるような、そんなニュアンスに聞こえる会話に眉を顰めた。その後、会場の装花が素敵だったと言葉をかけてくれたけれど、素直には喜べなかった。上辺だけ笑ってどうにかお礼は言ったものの、内心では悔しさを抱え小さく手を握りしめる。彼をそんな人とは思えない。

　だけど、ならば自分は彼をどれほど知っているのかというと、何も知らない。花を見る時の横顔が優しい、ただそれだけだった。

　それなのに、どうしてついて来てしまったんだろう？　いったいこれから、どこに連れて行かれるんだろうか。あの女性社員たちから聞かされた言葉に不安を覚えながらも、そんな人とは思えない自分の感覚とで、気持ちが揺れ動く。戸惑いが歩調を鈍らせる。前を歩く瀬名の背中を見つめていた。

　少し歩いた先で彼がガラスのドアを押し開ける。緊張を押し隠しながら彼の後に続きその場所が目に入ったとき、拍子抜けした。

　オープンテラスのような空間が広がっていた。外灯と点々と並ぶベンチ、見下ろす夜景。すっかり夜は更けていてもまだそれなりに人も多く、カップルの他に外食帰りのような家族連れもいる。

「何が良い？」

　ジュースの自動販売機の前で立ち止まった瀬名が言う。

「あ、じゃあ……オレンジを」

　ガコン、と音がした。差し出された小さめのペットボトルを受け取ると、手にひんやりと心地よい。少し先にあるベンチへ誘導され瀬名の隣に並んだ。

「開けられる？」

　まるで、小さな子供に見せる気遣いのようだ。一花はつい、笑ってしまった。

　ずいぶん心配性だ、と思う。特定の相手を持たないと聞いた時は、一夜限りの相手を探して今日、私も招待されたのだろうかと頭を過った。本当に、唐突だったから。

　けれど、どうやら彼は本当に、一花に酔い覚ましをさせるつもりでここに連れてきたようだ。

「大丈夫です。本当に、そんなに酔ってないですから」

　くすくすと笑い続ける一花は、確かに少しくらいは酔っているかもしれないが心配されるほどでもない。

　向けられる瀬名の目は疑わし気で、一花は大丈夫だと証明するようにペットボトルの蓋を開けようとした。

「あ、あれ？」

　ところが上手く力が入らない。悪戦苦闘していると、瀬名が黙って横から手を出しペットボトルを奪っていく。

「……すみません」

　呆気なく開いたペットボトルが手元に戻ってきた。大丈夫だと言っておきながらこんな蓋ひとつも開けられず、恥ずかしくなって俯きながらひとくち含む。そんな一花を見て、今度は瀬名が笑った。

「酔いが醒めるまでここに居ましょう」

「はい……あの、聞いてもいいですか」

　首を傾げてどうぞと促す彼に、おそるおそる、言葉にする。

「……なぜ、指名してくださったんですか？」

　仕事を認められて、ではなかったのだろうか。

　瀬名と話す機会を得られて嬉しい反面、そのことが引っかかっていた。だとしたら、喜ぶべきことではない。

　複雑な表情を浮かべている一花を見て、言いたいことが伝わったのだろう。瀬名は即座に顔を横に振った。

「君の作品が好きだからだ」

「本当に？　でも……」

「古賀が今日の装花を見て気に入ったと言っていたのも本当だ。俺は何も口出ししてない。ただ……」

　ここで一度、言葉を濁す。その横顔を、一花が真直ぐ見つめていると、ばつが悪そうに首の後ろを掻きながら、瀬名の言葉が続いた。

「……それにかこつけて、招待してしまったのは許して欲しい。話す機会が欲しかった」

　早口でそう告げる彼は、自分から目を逸らしたままでほんの少し、眉を寄せている。その様子に、一花は目を見開いた。

「私と……？」

　自分よりもずっと大人で、会社の社長で。パーティ会場では堂々とした立ち居振る舞いを見せていた彼が、今はとても不器用な男の人に見えた。あの女性たちが言っていたように、軽い恋愛を楽しむような人には見えない。

　かあっと頬に熱が集まった。

「あ、の……」

「ずっと、気になっていた」

（……本当？　私がいつも、瀬名さんが来る土曜日を楽しみにしていたみたいに？）

　まるで発熱したように顔どころか身体中が熱くなり、じわりと生理的な涙まで滲み始める。嬉しいけれどまるで夢のようで、なんて言葉を返していいのかわからない。

「表情がくるくる変わって、どれが君の作品なのかすぐにわかる。選んだのが君のアレンジメントだと、面白いくらいに嬉しそうに笑うからね」

　真っ赤になったまま固まっていると、頬に何かが触れるのがわかりちらりと瀬名の方へ視線だけを動かした。視界の端で、遠慮がちに瀬名の指が自分の頬に触れているのが見える。それは一花と目が合って、すぐに離れてしまったけれど。

「この仕事が好きなんだろうなって、見てるだけでよくわかるよ」

　初めてだった。こんな風に、男の人に優しく頬を撫でられるのも、見つめられるのも。

　自分が彼を見つめていたように、彼もまた自分を見てくれていた、そう思っていいのだろうか。一方通行の想いではないのかもしれない、その予感に鼓動が早くなる。

　瀬名が自分の膝に両方の肘を置き、前屈みになって一花の顔を覗き込んだ。

「仕事は楽しい？」

「は、はい。とても！」

　一花の緊張を感じ取ったのか、幾分応えやすい質問へとシフトチェンジする。そのことにほっとして、それからは徐々に会話がスムーズになった。

「母が、いけばなの先生をしていたんです。最初はそれがきっかけで」

　花のことになると、話は尽きない。特に考え悩まなくても、言葉がするすると唇から零れ出た。

　どんな花が好きか、実家の庭で一番思い出深い花はなんだったか。

「庭に大きな木香薔薇があって、毎年初夏に薄黄色のツル薔薇のアーチができるんです。とてもいい香りがして」

　楽しそうに話す一花に向けられた瀬名の目が温かい。黒い瞳に、橙色の外灯が映り込んで柔らかく揺らめいていた。

「子供の頃から、母と一緒にたくさん花を育ててたから、変な癖がついちゃって」

「癖？」

「……水やりしながら、つい話しかけてしまうんですよね」

　恥ずかしい癖だけれど、瀬名があまりに優しく話を聞いてくれるものだから、ついぽろりと零してしまう。

　彼なら馬鹿にしたりはしないだろう、そう思ったからだ。きっと少しは笑うだろうけれど。いや、ちょっとは、呆れたような顔はされるだろうか。しかし、瀬名の反応は一花が思ったどれとも違った。

　ふ、とため息のような、吐息のような笑い声が口元を抑えた拳に触れて散る。

「……知ってる」

「えっ」

「何度か見たことがある」

　嘘でしょう、誰にも見られないようにしていたつもりなのに。知られていた……見られていたらしい、どうやら思い切り。

　茹でられたように顔が熱くなり、両手で頬を隠した。湧き上がった羞恥心に耐えて、けれどそれは長くは続かなかった。

「本当に花が好きなんだろうって、見ているだけで心が温かくなる」

　向けられる視線が熱を孕んだものになり、息が止まる。それは一花の目も心さえも釘付けにするような強い目だ。

「ずっと、惹かれてた」

（私も。ずっと、そう思ってた……）

　花を見る時の優しい横顔を見るたびに、幸せな気持ちになれた。あんな目で見つめられたら、きっと幸せだろう。

　ふわりと心が浮き上がり、夢を見ているような心地になる。そこを、ぎゅっと繋ぎとめるように手を握られては、もうダメだった。

「……私も、です」

　恋に落ちた瞬間だった。










第三章

真夏の夜の夢











　それからまだしばらくは、ただ話をしていた。人もたくさんいるオープンテラスで、綺麗な夜景と温かな外灯の中で。真夏特有のたっぷりと湿気を含んだ空気は、夜とはいえ肌にまとわりつくようだった。

　ずっと瀬名の大きな手に自分の手を取られたままで、いつのまにか手のひらを合わせて握り合っていた。

「そろそろ送らなければ」

　そう言って、彼は一花を一度は帰そうとした。それを引き留めたのは、一花だ。

「あと、もう少し。ダメですか」

「だが、もう夜も遅くなる」

「せっかく、綺麗な服を着させてもらったし……大人っぽいデートがしたいです、なんて」

　だから少しくらい、遅くなっても構わない。前髪を手で撫でつけて、気恥ずかしさから目を伏せる。一花にその言葉以上の、深い意味はなかった。まだ一緒にいたいという気持ちが先行して、どうにか彼を引き留めたい一心で出た言葉だ。

　瀬名は、それをどう解釈したのだろうか。軽く瞠目すると、次には目を細め一花の手を引く。

　ビル内にあるバーに連れられ、勧められたカクテルは甘くて香り高く、喉に熱く沁みた。普段なら一花には絶対入れない、オーセンティックバーの大人の雰囲気にも飲まれ、低く響く瀬名の声にとろりと酔った目を向ける。そんな一花を、瀬名はもう酔い覚ましに連れ出そうとはしなかった。送ろう、とも言わない。

　バーを出た後、誰もいないエレベーターホールで、瀬名が静かに一花の顎に触れる。上向いた一花に、瀬名が顔を伏せ、唇が触れあう寸前で止まる。それが、最終確認のようだった。

　乾いた唇が触れあって、目を閉じた。彼の手が、エレベーターのボタンを押す。上階を示す方だ。それをちゃんと把握していて、一花もまた逃げなかった。




　二度、男の子と付き合ったことがある。学生の頃の話で、大人ぶってはいたけれど今思えば幼い恋だった。こんな、熱い衝動に駆られるような恋は、したことがない。

　客室に入ってすぐ、スーツの上着を脱ぎ捨てネクタイを緩めた瀬名に、一花の華奢な身体は強く抱きすくめられた。腰を抱いた腕にぐっと力が込められ喉がのけ反る。唇を上から覆い被さるように塞がれた。

「んっ……」

　強引な、有無を言わせないキスだったわりには、合わさる唇は至極優しい。片腕で一花の頭を抱え込み逃がさないようにするくせに、はじめは啄みながら一花の反応を窺う。

　唇の薄い皮膚がこすれ合うと、膝の力が抜けそうになる。藻掻くように上がった両手が瀬名の肩に縋った。

　力が抜け息苦しさも相まって、薄く開いた唇に厚い舌が入り込む。舌先が触れあって、ぴくっと肩が跳ねた。驚いて奥に引っ込みかけた一花の小さな舌は、しかし角度をつけて更に深くなったキスと同時に瀬名の唇に吸い上げられた。

「ん、んんっ」

　ひとりでは立てなくなった一花の身体を、瀬名の腕がしっかりと支えている。キスを続けながらゆっくりと身体を傾けさせ、ベッドに横たわらせた。一花が、薄く目を開ける。背中に柔らかなスプリングを感じた一瞬、僅かに理性が引き戻され瀬名の身体を押し少しの隙間を作った。

「あ、わ、たし……っ」

　長く続いたキスのせいか、唇や舌が痺れて上手く話せない。まだ間近に瀬名の唇があり、熱い吐息が交じり合う距離のせいかもしれない。それだけで、身体が、心が彼を欲しているのを感じる。

「……何？」

「い、いつも、こんなんじゃ……」

　顔は前から知っていても、まともに話をしたのは今日が初めてだ。それなのに、ふたりこんな場所にいる。いつもこんなことをしているように、思われていないだろうか。

　熱い吐息が漏れる瀬名の唇が、頬にくちづけられ顎にも落ち、顔のラインを辿っていく。耳朶に触れたとき、低く艶のある声が響いた。

「俺もだ。こんな気持ちは、知らない」

　その言葉に、頭が熱くなって靄がかかり何も考えられなくなった。それでいいのだと、許された気がした。

　互いにどうしようもなく惹かれ合って、互いの心をわしづかみにしたのだと。そんな、理屈では説明しきれないような感覚がたしかにふたりの間にあったのだと。

　耳元での囁きに煽られ身体が疼く。たまらず肩を竦め、顔を横向けた。そのまま耳の周囲を瀬名の唇に啄まれ、熱い吐息がシーツに落ちて散る。浮いた背中に瀬名が手を差し入れ、ワンピースのファスナーを引き下ろした。

「……一花」

　下の名前を呼ばれた。それだけでじわりと目頭が熱くなる。いや、目と言わず顔と言わず、身体中が熱い。

　背中の中心、その素肌に、大きな手が触れた。肩甲骨の上を滑り肩まで上がり、二の腕に降りる。そうしてワンピースの布地を肌から剥がし、次には首筋を撫でておくれ毛を髪の方へと撫でつけた。

「綺麗だ、とても」

　恥ずかしくて伏せていた目を、そろりと瀬名に向けて焦点を合わせる。熱を孕んだ目が、見降ろしていた。

　ずくん……と腹の奥が痛いほどに疼く。近づきながら、彼の唇が大きく開いたのを見た。

「ああっ」

　直後、首筋の肌を甘噛みされて震えた。痛くはないけれど、代わりに身体中にじわりと広がる甘い痺れがある。

　噛んだ痕を、柔らかく湿った舌が舐め、唾液で肌を汚していく。その間も瀬名の手は、一花から衣服を剥ぎ取るのに余念ない。ふわっと胸の締め付けがなくなり、一花はブラのホックを外されたことを知る。

「……あ」

　途端に身の置き所を失くしたような、心もとなさに襲われた。身を震わせた一花を宥めるようなキスを、首筋、肩に繰り返す。その間にすっかり上半身は乱された。

　下にずり提げられたワンピースから素肌の胸が零れ、咄嗟に両手が隠そうとする。が、それよりも瀬名の唇の方が早かった。

「あ、あっ……」

　柔らかな膨らみに落ちてきた、温かなキスに甘い吐息が零れる。下から大きな手に持ち上げられ、つんと主張した薄桃色の先端が彼の口の中に収まる、その瞬間を目にしてしまい思わず目を閉じた。

　吸い上げられた温かな口の中で、舌が先端をつつき、転がす。そこから甘い痺れが波のように広がった。

　右と左、両方の胸を交互に舐めて弄る彼は、その間手を休めてはいない。ワンピースの裾を捲り一花の太ももを撫で上げる。膝を開かせ、足の間に自らの身体を収めると、手が内腿を撫でながら這って足の付け根へと近づいた。

　もう、とろとろに濡れている。その場所に触れる前に、瀬名は一度手を止める。一花の胸元から顔を上げ、じっと表情を窺うが目を閉じていた一花は気付かない。

　催促するように目尻に二度口づけて、一花が薄く目を開いた。

「君が好きだ」

　一花の目を見て、瀬名が言う。一花は大きく目を見開いた。とても簡潔な、飾り気のない言葉だった。だけどそれが、嬉しい。

　くしゃりと顔が歪んで、ぽろりと一花の目尻から涙が一粒零れる。耳まで落ちる前に瀬名の唇が拭い取り、それから唇にキスをした。

　少し涙の味がしたけれど、すぐに唾液に紛れてわからなくなる。

「ん……んんっ！」

　深く唇を合わせたまま、瀬名の指が濡れた下着の薄布を引っ掻いた。布の上から、爪で襞の形を辿って上下に何度も往復する。その指が一度止まったのは、襞の途切れたところ、割れ目の上部にある陰核の辺りだった。

「ん、ふぁ、ん……っ」

　相変わらず布の上から、けれど爪で確かな愉悦を与えてくる。一花の甘い喘ぎは瀬名の口の中に食べられた。

　閉じた瞼の裏で、チカチカと星が飛ぶ。息ができなくて大きく口を開いたら、瀬名の舌は更に奥深くに入り込み一花の舌を絡め取った。吸い付かれて甘噛みされる。ぞく、と背筋がしなったその時、指が下着の中へと入り込み直に蜜を絡ませた。

　声も出せない。手が藻掻いて、瀬名のシャツを強く握りしめた。瀬名の指が滑り、その感触で自分がどれほど濡れているのか知らされる。

　襞を撫でていた指が蜜を零す入り口を擽った。浅いところを指先が円を描いて解し、そのままぐっと奥まで差し込まれる。一花の両足が、ぴくんと跳ねた。

　水音が耳を刺激して、恥ずかしさのあまり泣きたくなってくる。耳と言わず顔と言わず、身体中が熱い。

　差し込まれた指が中を解すように膣壁を撫で、押し上げた。一花の喉からはひっきりなしに、閉じ込められてくぐもった喘ぎ声が漏れている。

　中を愛撫されながら、親指が陰核を捕らえた。

「ふあっ……！」

　身体がしなり喉がのけ反り、キスがそれる。ようやく息が吸えるのに、それどころではなかった。

「は、あ、ああああっ！」

　中の指が膣壁を撫でながら、親指が陰核の上で円を描く。そんな小さな動きに、一花の身体は翻弄された。

　瀬名は手を休めないまま、上半身を少し起こしてもう片方の手で一花のショーツをはぎ取る。身に着けているワンピースは腰で撓んで、自分の身体の恥ずかしい場所を何一つ隠していない。けれど、そんなことにも気づけないほど愉悦に翻弄され、喘いでいた。

　昂る熱が身体中を満たして、あと少しで溢れてしまう。頭が変になりそうで、その熱を振り払うように顔を横に振った。

「一花」

「やぁ……あ、瀬名、さ……っ」

「和樹。そう呼んで欲しい」

　弓なりにしなる一花に再び覆い被さり、耳元で囁く。焦点の合わない視界に映るぼやけた天井を見ながら、戦慄く唇を、動かした。

「は、あ……和樹、さん？」

「そう……一花」

　幾度も幾度も、肌に口づけられ熱い吐息と共に名前を呼ばれる。中をかき混ぜる手の動きが激しくなり、手の甲の付け根で陰核を刺激された。そこで、さんざ溜まった熱が弾ける。

「か、ずきさ、あ、ああああっ！」

　瀬名の腕の中で全身が戦慄く。両手両足の爪先までさあっと快感が流れて過ぎて、ふわりと独特の浮遊感があった。咄嗟に両手が瀬名の首筋に縋り付く。

「ふ、あ、あああ……」

　小刻みの痙攣がおさまるにつれ、弛緩する。頭の中は靄がかかったように真っ白で、恍惚の中で意識が遠ざかった。

「……一花？」

　優しい声に安堵して目を閉じると、心地よいため息が零れた。瀬名の指がゆっくりと身体の中から出ていっても、ぴくんと一度下肢を震わせただけ。くったりと、完全に力を抜いた。

　こめかみや瞼、唇に触れるキスの感触すら心地よく、ふっと唇を緩めたところで完全に意識を手放した。

　だから、一花は知らない。この後瀬名が悩ましいため息と苦笑を零したことも、愛おし気に髪や頬を撫でる手があったことも。その腕がふわりと包み込むように優しく、抱きしめ続けていたことも。










第四章

この恋は、夢か幻？











　酒は、元からあまり得意ではない。けれど、パーティ会場でシャンパンを飲んでから時間も経っていたし、もう少しくらい大丈夫だと思ったのだ。

　それに、話していたら気も紛れてそれほど酔っていないつもりだった。

　自分がまさか、こんな大胆なことをするなんて……昨夜のことはもしかして夢じゃないだろうかと一瞬思ったほどだ。ただ、身体に見つけた幾つかの赤い痕と、自分のスマホの上に一枚の紙切れが残されていたことが、夢でなく現実だったのだと教えていた。




　翌日は土曜日で、いわずもがな出勤だ。若干寝坊気味だったが、どうにか一度家に帰って身支度を整える程度の時間はあった。

　店について早々に、高倉店長に声をかけられぎくりと身を震わせる。

「昨日、どうだった？」

「え、どう、って」

　何を聞かれているのか混乱し、声が上ずった。冷静に考えれば昨日の生け込みのことに決まっているのだが、依頼主である彼と特別な関係になってしまった決まりの悪さがあった、そのせいだ。狼狽える一花に、高倉は訝し気に眉を寄せた。

「なんだよ、不評だったのか？　失敗したか？」

「えっ。……いや！　違います、大丈夫です問題ありません。って、昨日ちゃんとでき栄えの画像を送信しましたよ」

　昨日生け込みが終わってすぐに送信したのに、見ていなかったのか。スマホに収めておいた画像をもう一度見せて、それと依頼主がいつも土曜に来る男性客だったということも伝えておいた。

「あっ、それと、続けてお仕事いただけるかもしれません。多分、古賀さんからまた連絡が入ると思います」

「へえ、そうか。よくやったな」

「はい！　ありがとうございます」

　褒められてほっとしながら、業務に入る。カウンターの中でレジ周辺の整理をしながら、ため息が零れた。

　まだ、夢見心地だった。そしてほんの少しの不安も抱えている。それは、朝目が覚めた時、ひとりホテルのベッドに残されていたからだろう。

　ベッドサイドテーブルには急な仕事のトラブルで先に出ることへの謝罪とともに、連絡先などが書かれたメモが残されていた。それでも、致し方ない理由があったとしても、初めて肌を合わせた翌朝にひとりなのは不安を誘う。

　それによくよく思い出せば、自分は途中で意識を失ったように思う。……いや、単純に眠った、というべきか。それほどたくさん飲んだつもりはなかったし意識もはっきりしていたが、頭がふわふわしてまったくの素面だったかというとそうでもない。

　とにかくも、酔ってはいたけど真剣だったのだと、もう一度伝えたい。眠ってしまったことも謝りたい。

　今日は土曜日だ。瀬名が毎週必ず来店する。そのことが頭にあったから、不安や申し訳なさを心の奥に追いやっていることができた。

　ちらりと壁の時計に目を向ける。秒針がやたらと遅い。いつもこの時間はそわそわしていたけれど、今日はその比ではなかった。

　心の底から安堵できたのは、いつもの時間に店の自動ドアが開き、彼の来店があったときだろう。仕事のトラブルというのは本当だったようで、スーツ姿のままだった。目が合ったとき、僅かに表情を綻ばせた彼にほっとして一花も微笑む。

　いつものようにフラワーアレンジの棚の前に瀬名が進み、そこに店長が近づいた。

「昨日はご依頼をありがとうございました」

「ああ、いいえ。こちらこそお世話になりました」

　名刺を差し出し、話し始める店長と瀬名の会話に、つい聞き耳を立てそうになる。

　昨日の自分の仕事を、瀬名がどんな風に言うだろうかと、それが気になって。しかし、他の接客もあり残念ながらふたりの会話を聞くことはできなかった。

　ガラスキューブに入ったバラのプリザーブドフラワーを女性客が買っていった、そのすぐ後。店長と話を済ませたらしい瀬名が、レジの前に立った。店長がフラワーアレンジをひとつ棚から下ろし、ラッピングを始めている。

「いらっしゃいませ。……ありがとうございます」

　瀬名が選んだのは、今日も一花のアレンジだった。一花の笑顔で、瀬名もそのことに気づいたらしい。

「当たりだな。……やっぱり、わかりやすい」

　ふっと微苦笑を浮かべた瀬名に、一花は照れたように、けれど素直に笑った。

「だって、嬉しいんですもん、笑ってしまうのは仕方ないです」

　互いに少し声を潜ませて会話する。

「先に帰って、悪かった」

　一花は微笑みながら顔を横に振った。たしかに少し、心細かったけれど。こうして会えたら、不安は全部どこかに行ってしまった。

「お仕事、大丈夫でしたか」

「ああ、なんとか。急ぎで対応しなければいけなかったから……システム障害は昼も夜も関係ないから弱る」

　社長という立場でも、急遽動かなければいけない時があるようだ。申し訳なさそうに眉尻を下げた彼に、大丈夫だともう一度微笑んでレシートを手渡す。その指先を、瀬名の手が掴んだ。

「埋め合わせがしたい。君の予定が知りたいんだけど」

　一花よりも一回り大きい手と、節のある太く長い指。そこから伝わる体温に昨夜のことを思い出し、頬が熱くなる。

「あ……今日は遅くなります。土日は忙しくて……」

「そう。じゃあ、また連絡してほしい」

　仕事中だ。あまり長くは話せない。当然それは彼も心得て、そっと手を離すと目配せだけして背を向けた。

「ありがとうございました」

　店員としての礼をしながらも、一花の顔はすっかりのぼせてしまっている。瀬名が店長からフラワーアレンジの入ったショップバッグを受け取り、店を出て行くのを見送る。ほうっと熱い溜め息を零してすぐ、横から痛いほどの視線を感じた。

「……一花」

　里香が目を皿のようにしてこちらを凝視している。

「……あ」

「ちょっと。いつのまに仲良くなったの」

「いや……えっと」

「いまの普通の会話じゃなかったよね？」

「ちょっ、声でかいっ！」

　幸い、今は店に客はいないけれど、店長はすぐそこにいるのだ。

「一体何がどうしてそうなったのかちゃんと説明して！」

　きらきらと好奇心いっぱいに輝く里香の瞳から顔を背けたが耐えきれず、昨日のできごとを話して聞かせた。夜のことだけは、伏せておくしかなかったけれど。

　パーティに招待され、酔い覚ましにオープンテラスで長い間話をしたこと。どうしても今まで以上に惹かれてしまったこと、そして瀬名もまた一花を気にかけてくれていたのだということ。

　すべて聞いて、里香は「良かったねえ」と祝福してくれたけれど、何よりあまりの急展開に驚きの方が大きかったようだ。

「でも、うん。本当に付き合えるとは思ってなかったわー」

「ちょっと酷い」

　ごめん、と笑う里香を前に一花も軽く冗談で返す。けれどそのとき、何かひやりと胸の奥を撫でられた感覚がある。

（……付き合う。んだよね？）

　急速に惹かれ合った。まるで磁力でもそこにあるかのように、引き寄せられて言葉を交わし、肌を重ねた。あんな感覚は初めてで、運命の赤い糸なんて御伽噺を信じてみてもいいかもしれない、なんて思ったくらいだ。

　言葉じゃない、肌で感じた、感覚で恋をした。けれど、「付き合おう」と具体的な言葉を言われたわけではない。

　「すき」は、言ってくれた。抱き合っている最中のことではあるけれど。

「一花？」

　急に黙り込んだ一花を、里香が訝しむ。その時、もうひとつ横から割り込む声がする。少し野太いその声は店長のものだ。

「おーい。恋だなんだもいいけど仕事しろよ」

「あっ！　聞いてたんですか店長やらしー！」

「聞こえたんだよ！　やらしいってなんだよ。っつか、浮かれんのもわかるけどちゃんと相手見極めろよ。客と恋愛するなとか固いことは言わねえけどよ」

　最初はからかい口調だったのが、語尾は少し声を落とし目は真剣だった。

「大丈夫じゃないですか？　どこの誰かもはっきりわかってるし、会社の社長さんなんでしょう？　立場のある人が、名前も隠さず無責任なことはしないですよ」

　里香はそう言い返したが、店長は懸念の言葉をもう一度続けた。

「そうかもしれねえけど、慎重になるにこしたことはねえよ。世の中、お前らみたいな呑気なお子様には思いもよらないような悪いことするやつもいるんだよ。大事な店員を傷つけられるのはごめんだ」

　心配性だ、と思う。けれど笑い飛ばせなかったのは、店長は至極真面目な顔でそう言っていたから。店員思いの優しい人なのは良く知っている。

「はい。気を付けます」

　少し温かい気持ちになって、素直に頷いた。




　その日は、日曜にオーダーされているフラワーアレンジの数が多くて、すっかり帰宅が遅くなった。ひとり暮らしをしているワンルームマンションの部屋で、丸いローテーブルの前に腰を下ろす。スマホを片手に、深呼吸をした。

　店長の言葉が耳に残っている。目には、優しい瀬名の横顔が焼き付いて離れない。照れたような微かな笑みも。

　店長の心配は間違っていない。けれど、自分がたしかに惹かれた感覚も、決して間違いではないと一花は信じたかった。たしかな言葉はなくとも。

　瀬名が残してくれていた書き置きの携帯番号を、スマホに入力して登録する。すると、連動してメッセージアプリも繋がった。

「……緊張する」

　声を聞きたかったけれど、それはもうちょっと、後にしておくことにする。おそるおそる、無難な内容の文章のメッセージを送信した。

「あっ！」

　すぐに既読が付き、返信もあり、ひとり口元が緩んでしまう。

「よかった、まだ起きてた……」

　店が終わった後までフラワーアレンジをしていて、夕食も外で済ませてきたので既に時刻は十一時を過ぎている。メッセージの着信で起こしてしまわないかを心配していたが、既読のスピードからして起こしてしまったわけではなさそうだ。

　もしかして、連絡を待ってくれていたのだろうか。そう思うと、くすぐったい気持ちでいっぱいになった。




　土日の間に何度かメッセージをやり取りし、電話でも一度話をした。

「次は、ゆっくり時間が取れるといいんだが」

　とにかく、自分たちはいくら惹かれ合ったとはいえまだ相手のことをよく知らない。生活のリズムもわからないから、いつごろ電話やメッセージを送っても邪魔にならないのかいちいち考えてしまう。

　だからか、余計に、会いたい。顔を見て話をして安心したい。

　とりあえず電話で話してみてわかったことは、自分たちはとにかくすれ違いが多いということだった。瀬名は土日が休日で、一花は大抵仕事だ。そして平日だと、瀬名の仕事の終わる時間がまちまちであり、約束をしようにもそれも難しい。

　そうして迎えた、翌週。古賀からフラワーアレンジのオーダーを受け、瀬名の会社に向かった。もしかしたら、少しくらいは会えるかもしれない、そんな期待を抱きながら。

「竹村さん、ありがとうございます」

　以前にも通された来客ブースで、古賀と向かい合う。

「先方にお届けでなくて良かったのでしょうか？」

「ええ、社長がご挨拶に伺うので、その時に……ありがとうございます。今回は可愛らしい雰囲気ですね」

「ベビー用品の会社だとお伺いしましたので。どうでしょうか？」

「とてもいいです！　竹村さんの作品って、ちょっと癖がありますよね？　あ、悪いとかではなく良い意味で」

「そうでしょうか？」

　今回は、淡いピンクの小ぶりのバラで、微妙な色合いだけ変えてたくさん束ね、隙間をグリーンのスプレーマムで埋めた。それだけではちょっとつまらないので、一輪、大輪の真っ赤なバラを中央から少し外して差し込んである。たしかに、こういう部分は一花なりに工夫しているところではあった。

　差し色に赤を使うのが好きなのだ。

「この真っ赤なバラが主役のようで、実際には小さい方のバラの濃淡のグラデーションを引きたてるようになってるでしょう？　こういうの、私好きです」

「ありがとうございます」

「少し待ってくださいね、今、コーヒーを淹れてきますので」

「いえ、そんな！」

「外、暑かったと思います。少し涼んでいってください、私もちょうど休憩が取れる時間なんです」

　店長は「怖そうなねーちゃん」と言っていたけど、それは本当に見た目の第一印象だけだ。話すほどに、気遣いのある女性だとわかる。もっとも、だから秘書の仕事が勤まるのだろうが。

　アイスコーヒーをふたつ、トレイに乗せて運んできてくれた。グラスの中で、カランと氷が音を立てる。手にすると、火照った手のひらが冷えて気持ちがいい。

「先週は、急にパーティにお誘いして、すみませんでした。今後も花を依頼するなら、お礼も兼ねて出席してもらえと社長が突然」

「こちらこそ、図々しくお邪魔してしまって。お料理、おいしかったです」

「それくらいしかなかったでしょう？　知り合いもいないのに逆に困らせてしまったんじゃないかと……私も手が離せないことが多かったので、招待した責任を取ってちゃんとお相手してくださいとお願いしたんですが……」

「あはは。そうだったんですか」

「あの通り、瀬名は威圧感があるというか……愛想がないので、気を使ったのではありませんか？　悪人ではないので、怖がらないでくださいね」

　今後も依頼をすると会うこともあると思いますが、と古賀が笑う。それにしても悪人とは、酷い言い方だなと一花も思わず笑ったが、それよりも古賀から聞く瀬名のイメージは自分が感じているものとは違っている。少し首を傾げた。

「威圧感、とか、怖いとは感じませんでしたが……」

「そうですか？」

「はい。寡黙な方なのかな、とは思いましたけど」

　きっと普段、口数は多くない。何かを話し出す時に躊躇うような、唇を開いてまた閉じて、という様子を何度か見た。そんなところがあるからこそ……甘い言葉ではなくとも瀬名がくれた言葉が余計に染み入る。精一杯、言ってくれたのではないかと。

　それに、一花の話にはずっと耳を傾けてくれていた。時折、小さく笑った。あの表情を見て、怖いという人がいるのだろうか。一花にはその方が不思議だった。

「あら、あの社長を怖がらない人がいてくれるなんて、嬉しいです。そうなんですよ、口下手なところもあって……仕事の話だとそんなことはないんですが」

「良い人ですよね」

　そしてとても優しい人だと思う。古賀は、上司である彼を尊敬し、その上で心配もしているのだろう。一花が彼を怖がらないことが喜ばしいのか、目尻を下げて表情を柔らかなものにした。

「そうなんですよ。顔が怖いから誤解されやすいんですけど」

「そんなに怖くないですってば。それを言えばうちの店長の方がよっぽど強面ですよ」

　そう言うと、古賀は一度視線を天井に向ける。来店した時に会った店長の顔を思い出しているのだろう。「……ああ！　たしかに」と納得したように笑う。

「竹村さんは店長さんを毎日見てるから怖い人に慣れてるのかしら」

「あはは、酷い。だから怖くないですってば。店長も優しい人なんですよ、あれで」

　人の顔で怖い怖くないと言い合うなど、あまり上品とは言えないが。そんな話をしていると、その当人、瀬名に会いたいという願望がちらりと顔を出す。だがしかし、こんな来客ブースに社長である彼が来ることはないだろう。

「ああ、よかった。会社の若い子たちなんて社長を見ただけで固まってしまう子も多くて……本当、損してるんですよね。うちの社長は」

「そうなんですか？」

「そうなんです。整った顔をしてるから憧れながらも近づきがたい、みたいな。冷たく感じられるんでしょうね。中には、根も葉もないことを言い出す者もいて……もしかして、勇気を出してアプローチしてかわされた腹いせもあるのかも」

「根も葉もない、って？」

　尋ねながらも、その時一花の頭にはパーティで話しかけてきたふたりの女子社員のことが思い出されていた。

「特定の相手は作らない主義で、女に執着しないんじゃないかとか。聞くたびに腹立たしいんですよ、本当は今時珍しいくらい一途な男なのに」

　古賀は、よほど腹に据えかねているのか眦を吊り上げる。聞いていると、古賀と瀬名の間には何か上司と部下だけでない親密さがあることに一花は気が付いた。

「古賀さんって、瀬名さんとお付き合いは長いんですか？」

「ええ、実は大学が同じで。だから上司であり、友人です」

　さらりとそう告げられて、内心でほっとする。かつての恋人だとか、そういう関係なのだとしたら少々……いや、かなり複雑な気持ちになりそうだった。今こうして、話をしていることに。

　しかし、ほっとしたのは僅か一瞬だった。続いた古賀の言葉に、一花は少なくない衝撃を受けることになる。

「ああ見えてあの人、すごく情が深いんですよ。私と共通の友人がいるんですけど、彼女今、入院中で」

　ふふ、と古賀が悪戯な顔で笑う。

「毎週、欠かさず行ってるみたいですね。先日その彼女と電話で話して聞いたんですけど……律儀にほんとに毎週来るから参っちゃうって」

「……毎週？」

　一花の頭には当然土曜が浮かび上がる。それこそ固いもので頭を殴られたような、衝撃だった。無関係だとは思えない。寧ろ、彼がなぜ毎週花を買いに来るのか、あの花の行方を知った気がした。

「昔からそういうところがあるんですよね、仲間内のことだと放っておけない人なんです。まあ……学生の頃、彼女とはちょっとあったみたいなので、その分余計かもしれないですが」

　つまり、古賀から見て瀬名はそんなにいい加減な人間ではないと言いたいだけなのだろう。それはわかっているけれど、一花の頭は衝撃を受けたまま、しばらくまともに働かなかった。




　その後、古賀とどんな風に会話してどんな風にその場を後にしたのか、はっきりと覚えていない。

　どうして今まで考えもしなかったのだろう、気が付きもしなかったのだろうと自分の呑気さが信じられなかった。

　花を毎週、誰かに贈る理由なんて限られている。なんとなく、病気か何かで長期入院している誰か、家族がいるのだろうかと思っていたが……その相手が、女性である可能性をどうして除外していたのだろう。

　古賀の口から、その女性が別の男性と既に結婚していると聞いた。だけど、少しも焦燥感は和らがない。

　瀬名が、いい加減な気持ちで自分に近寄ってきたのだとは、思わない。自分より年上のあの人に、過去に好きな女性がいても何ら不思議なことではないのだ。

　ただ、それは本当に過去なのか。未だにその女性が瀬名にとっては特別なんじゃないか。だから放っておけないのかもしれない。そうでなければ毎週お見舞いになんていかないんじゃないだろうか。

　そんな一途な瀬名から見て、自分は？

　心を通わせたと感じたその日のうちに肌を許した自分を、瀬名はどう思っただろう。今はどう、思ってくれているのだろうか。










第五章

花のような人











　ひとめ彼女を見たその時、無数の花にかこまれた彼女こそ花であるように、幸せそうに笑う姿に惹かれた。大輪の薔薇ではない。小さくて淡い。なのに、ついその存在に目が行くのは、薫り高い木香薔薇のようだと思う。




「……竹村さんが、来ていたと聞いたんだが」

　会議の後、古賀が応対していると聞いて来客ブースに向かおうとしたが、立ち止まる。通路の向こうから、古賀がオフィスに戻ってくる姿があった。手には、フラワーアレンジを持って。

「ええ、今帰られました。何か、お話でもありましたか？」

「いや……俺からも礼を言おうと思っただけだ」

　ばつが悪そうに若干目を逸らしながらそう言う瀬名に、古賀は瞠目した。それから、にやりと口元を歪める。

「あれ。もしかして」

「なんだ」

「珍しいなと思って。瀬名君の方から女の子に近づこうとするなんて」

　それには答えず、オフィスに戻る足を速める。古賀とは大学の頃からの友人で、会社を立ち上げた時にタイミングよく転職先を探していて、瀬名の方から声をかけた。優秀なのはわかっていたし、一時的で構わないから会社が波に乗るまで助けてもらえないだろうか、と。

　さっぱりとした性格で、忌憚なく言い合えるから仕事をするにはいい。その代わり、プライベートも多少知り合う友人であるから、時に余計な会話も発生してしまうのはいただけない。

　変にからかわれてはかなわないし、一花とのことを周囲からとやかく言われたくなかった。まだようやく、捕まえたばかり。他人に干渉されず、大切に絆を育みたいと思える相手だった。

「変な目で見るな。パーティでもお世話になったんだから顔を見てもう一度礼を言おうと思っただけだ」

「ふうん」

　つまらなそうに応える古賀を無視して、執務室の扉を開ける。閉まるより先に、古賀の呟きが瀬名の耳に届いた。

「今日、少し話してたんだけど、いい子よね。一見おとなしそうなのに、わりとはっきりとものを言うし。瀬名君を前にして怖がらないし。見た目じゃなく内面を見るってことが自然にできてる感じがして」

　ばたん、と扉が閉まった後で、瀬名はひとり口元を手で覆った。古賀のセリフに、その通りだと振り向いて頷いてしまうところだった。




　一花をパーティに招待した夜。花のこと、仕事のことをくるくると表情を変えながら話す彼女に、これまで以上に込み上げてくる感情があった。一花に惹かれて仕方ない自分の感情を、どうにか伝えた。それでも、言葉が足りないことはわかっていた。

　だからなのだろう。もっとはっきりと伝える術を探していた。伝わっているという確証が欲しいと無意識に思っていたのかもしれない。一度は、離れがたさを振り切り家まで送り届けようとしたのに、一花の言葉で簡単にその決意は破られてしまった。

「せっかく、綺麗な服を着させてもらったし……大人っぽいデートがしたいです、なんて」

　はにかみながらも懸命に平静を装った様子だった。誘惑とも取れる言葉を、一花が意図的に選んだとは思わない。自分と同じように彼女も離れがたいと感じているのだと、こちらの方が勝手に箍を外してしまっただけのことだった。

　これまで自分は自制の効く方だと思っていたし、それが相手に対する誠意だと思うのは今も変わらない。それらを忘れるほどの熱情に駆られたのは初めてのことで、理屈ではなかった。だからこそ、後悔している。

　あんな風に、簡単に触れるべきではなかったんじゃないかと。いきなり部屋に誘うようなことをして、気安い関係にされたと思っていないだろうか。

　言葉不足の自分が、どうにか「好きだ」と伝えられたのは、あろうことかベッドの中だ。人によっては、誠意のない言葉だと受け止めるだろう。

　もう一度きちんと時間を取って話をしたい。そう思うのに、一花とどれだけ話しても中々時間が合いそうになかった。そうこうしているうちに、一週間はメッセージのやりとりだけになってしまい、また次の土曜日がやってくる。

　いつものように、楽しそうにくるくると働く小さなその花は、笑ってはいても少し萎れているように瀬名の目には映り、ついレジで声をかけてしまう。

「体調が悪いのか？」

　一花はきょとんとしてから、嬉しそうに笑みを浮かべた。

「全然、大丈夫です。でも、お昼が近いからお腹が空いてるのかも」

　可愛らしいことを言う、とつい緩みそうになる口元を慌てて引き締める。ショップバッグに入ったフラワーアレンジを差し出され、受け取った瞬間に、いつもはすぐに離れていく一花の手が止まる。

「あの……今日って、何かご予定があるんですか？」

「いや、少し立ち寄るところがあるけど、後は何も」

　どことなく遠慮がちに尋ねてきた様子で、もしやと期待してしまう。

「今日は仕事、早く終わりそう？」

　だが、一花は眉尻を下げて首を横に振った。

「ごめんなさい、明日生け込みの依頼があって……準備もあるので多分、遅くなります」

　その答えに意気消沈し、しかし表情には出さずに頷いた。以前にも、金曜の夜から土日は、オーダー品の作成で忙しくなると聞いている。

「そうか。……帰りが遅くなるなら迎えに来ようか」

　深夜の帰宅も心配だし、忙しい日は身体も辛いだろう。それに、ゆっくりはできなくても少しは彼女の顔が見られる。ほんのひとときでもふたりになれるなら、という下心も少し。

　しかし、一花はやはり申し訳なさげに首を振り、何時になるかわからないからと緩く笑った。

　ふと、瀬名があることに気が付いたのは、キャンディアートを出て目的地である病院まで徒歩で向かっている最中だった。

（……今日は、見られなかった）

　彼女が作ったフラワーアレンジかどうか、作品を見ただけで見分けがつくようになったつもりだった。以前は、これを手渡す相手の好みで決めていたが、近頃は一花の嬉しそうな表情につられてしまうことが多い。今日も、おそらく一花のものだろうと思うアレンジを選んだはずなのに。

　笑ってはいた。笑ってはいたのにいつもと違う。他の客に見せるような、ごく普通の営業スマイルでしかなかったことに気が付き、理由がわからず瀬名はショップバッグの中に視線を落とす。

　気のせいだろうか、とこの時は少し気になる程度で見過ごした。

　しかし次の週もそのまた次の週も、やはりあの花のような笑顔を見ることは叶わなかったのだった。




　瀬名が毎週土曜、病院を訪れるのにはわけがある。昔からの友人の妻である、高木芙美が産婦人科に入院していた。

　彼女は瀬名の大学時代の友人でもある。高木は現在、長期海外出張中であり、その間の芙美のことを託されたのだ。

　現在、妊娠９か月。元々身体が弱いところに妊娠悪阻で体力を消耗し、半年前から入退院を繰り返していた。しかし、来月には臨月で高木もそれまでに帰国する。もうじきにお役御免になる予定だった。

「瀬名君っていつも計ったように同じ時間に来るよね」

　病室を訪れて、顔を合わせた途端に芙美はそんな風に笑う。

「土曜のこの時間に様子を見に来ると決めてるからな」

「スケジュールに組み込まれてるって感じ」

　茶化されたが、その通りだから何も返事はしなかった。その時々の都合に合わせてとするよりは、最初から予定に組み込んでしまった方が瀬名には動きやすいのだ。友人に頼まれているのだから、最後まで責任は持ちたい、それだけのことだ。

　そんな規則的な行動は、人から見ればおかしいのだろう。そしてまた、次はフラワーアレンジに目を向けてから茶化される。

「今日も、キャンディアート」

　最初は悪阻が酷かった芙美だ。その後落ち着いても体重管理が厳しく、食べ物の手土産というわけにもいかなかった。かといって手ぶらで来るのは気が引ける。花なら大丈夫だろうと、駅から病院までの道のりで花屋を見つけて入った。

　それがキャンディアートだった。そこで、楽しそうに花に水やりをする一花を見つけた。話しかけると植物の成長に良いのだとか、嘘か本当かわからない説を聞いたことはあったが、実践している人間を見たのは初めてだった。

　しかも、人に聞かれるのは恥ずかしいのか、声を抑えて。小声にしてまでその行為をするというのがおかしくて、どうにか噴き出すのを堪えながらこっそりと横顔を覗き込み、釘付けになる。

　本当に、小さな子供に話しかけているような、優しく愛おし気な目をしていた。その彼女は、飛びぬけて美人というわけでもない。だが、その内から滲み出る空気が彼女を可愛らしく見せていた。

　ようは、つまり。ひとめぼれだった、ということだ。気づくのは、見舞いのためと口実を見つけ散々キャンディアートに通い詰めるようになってしばらく経ってからのことだが。

　その彼女、竹村一花にようやく近づけたというのに、どうもこのところ避けられているような気がした。どうにかして会いたいと思うのに、一花の方からは時間を作ろうとはしてくれない。

　それにもうひとつ気になることがある。以前は好意的だった店長の目に、やたらと棘を感じることだ。店員に手を出した男だと、警戒されている気がした。

　今日こそはどれだけ遅くなっても構わないから、仕事帰りの彼女となんとか連絡を取るつもりでいた。気持ちがすれ違っているのなら、もう一度伝えるところからやり直すほかないだろう。

　ふっとため息をついた瀬名に、芙美は軽く肩を竦めた。

「もう、そんな憂鬱な顔でお見舞いに来てくれなくてもいいのに」

　大きなお腹を両手で抱えて病室のベッドに横たわる彼女は、今日はいくらか体調が良いのか顔色が明るい。

「そんなわけにいかない。高木に頼まれているし責任がある」

「だったらちょっとくらい愛想よくしろって言うのよ……あ、そうだ。来週帰ってくるって、今朝連絡があったの！　少し早くなったみたい」

「ああ、そうか。それは良かった」

　高木夫婦にとって初めての妊娠がわかったそのとき、既に長期出張も決まった後だったという。置いて行かなければならないのが余程心配だったようで、額をテーブルに擦りつける勢いで頼まれたのを思い出す。

　半年近く、ふたりともよく頑張ったものだと思う。

「だからもう来なくていいからね」

「だから別に嫌々来ているわけじゃないと言ってるだろう」

　可愛げのない芙美に言い返した時、ノックの音が響く。

「芙美、体調どう？」

　病室の引き戸が開き、古賀がひょっこりと顔を出す。このふたりは、大学で知り合った頃から大抵一緒に居た。今も仲の良さは健在で、芙美が緊急入院した時もてきぱきと手続きをしたのは古賀だ。

　時折、芙美の世話は古賀が居れば十分なのではないかと思わないこともなかったが、高木からすれば信頼できる男手も頼んでおきたかったのだろう。

「いらっしゃい！　瀬名くんが今日も仏頂面で怖いよー」

「仕方ないよ、瀬名くんは自社の女子社員にも陰口を叩かれるくらい畏れられる人だから」

　余計なお世話だと思いつつ、今日も義理は果たしたと古賀と入れ替わりに病室を出ることにした。

「うるさい。古賀が来たなら俺は帰るからな」

　女三人寄ればかしましいとはよく言うが、このふたりに限っては一人足らずでも十分な賑やかさがある。しかも、瀬名の四角四面な性格をいつもからかってくるので、ふたりがかりで来られると途端居心地が悪くなるのだ。

「あれ？　これ、キャンディアートの？」

　丸椅子から立ち上がり、病室を出る前にその声に引き留められる。古賀はフラワーアレンジを入れてきたショップバッグのロゴを見ていた。

「毎週お花持ってきてくれるのよ。気を使わなくていいのに」

「ああ、いつ来ても違う花があるなって思ってたけど、瀬名くんだったんだ。キャンディアート、そういえばこの近くだもんね。え、毎週お花？」

　しまった、さっさと退散するべきだったと苦虫を噛み潰す。

「そうなのよ、様子見に来てくれるだけでも十分って言うのに」

「体重管理が厳しいからケーキや果物は困ると言ったからだろ」

　余計なことを、と思いながらも瀬名は平静を装った。

「手ぶらで来るのもなんだと思ってるだけだ。じゃあな」

「あ、うん、いつもありがとう」

　あっさりと手を振る芙美の隣で、じっとこちらを見る古賀の目に気づく。何か考え込んでいるように見えたが、そのまま病室の扉を閉めた。

　古賀が後を追いかけて来たのは、瀬名が病室を出て幾らも歩かないうちだった。

「瀬名くん！」

　パーティの装花に一花を推したのも、パーティに招待しようと言い出したのも全部瀬名だ。毎週キャンディアートに通っていることを知られたのだ。一花とのことを勘付かれても仕方がない。またからかわれるのかとうんざりとしたが、渋々ながら足を止めた。

「ごめん、呼び止めて。ねえ、竹村さんのことだけど……キャンディアートの」

「それがどうした？　言っておくが、仕事に感情を持ち込んではいない。一花のアレンジが気に入っているのも本当だから、装花を依頼した」

「え、それってやっぱり、ふたりそういう仲になってるってこと？」

「ああ、そうだ」

　まだ、避けられているままだが。それでも、そうありたいと、手を放すつもりはないのだから同じことだと、認めてしまうことにした。

「え、いつよ？　パーティで会ったときはそんな雰囲気じゃあ」

「その日にだ」

「はあっ？」

　すると古賀の眉が寄せられた。そうして口元を抑えて、また考え込むような仕草をする。

「古賀？」

「……ごめん。私、余計なこと言ってしまったかもしれない」










第六章

肌に、伝わる











　会いたい、と願う気持ちは強くなる一方だった。なのに、土曜に瀬名の姿を見るたび心が苦しくなる。

　これからどこに行くのだろうか。誰に会いに行くのだろうか、そればかりが頭に浮かんで、上手く笑えなくなっていた。

　この恋を諦めるつもりなのではない。けれど、瀬名の心の奥に誰かがいる可能性があるのなら、自分の気持ちを押し付けることはできないし、「私を見て」とも言えない。感情は、理屈ではないのだから。

　つまるところ、どう接すればいいのかがわからなくなった、というところか。

　すべては古賀から聞いた話で、まだ瀬名本人と話せていない。それでも自分の気持ちだけははっきりとしていた。彼が心の奥に叶わぬ相手への想いを秘めていたとしても、嫌いだとは思えない。

　カサブランカの茎にハサミを入れて、オアシスに差し込む。そして次の花に伸ばす手が、不意に止まった。何をしていてもつい考え込んでしまう。明日の早朝に引き取り依頼のウェディングブーケだ。幸せの象徴といえるウェディングブーケを、こんな暗い気持ちで作成して良いわけがない。

「……ふう」

　少し伸びをして、深呼吸をした。時刻は、夜八時。店長が閉店作業をしている。自分はブーケの作成に集中しなければいけないのに、上手くいかない。

「おい。もういい。後は俺がやる」

　突然店長にそう言われ、申し訳なさに慌てて頭を振る。今回のブーケは特に指名はなく、事前の打ち合わせたイメージ画の通りにさえ作成すれば問題ない。寧ろ、イメージ画を忠実に再現するなら店長の方が良いかもしれないくらいだ。だが、こんな風に仕事に私情を持ち込むつもりはなかったのに。

「大丈夫です、すみません。ちゃんとできます」

「あー、いいいい。そんな辛気臭い顔でされても困る」

　きっぱりとそう言われてしまい、項垂れた。しかしそんな一花の背中を叩いた手は、力強く温かい。

「ウェディングブーケをそんな暗い顔で作るんじゃねえよ」

「……すみません」

「今日はもう帰れ」

　こんなことでは、ダメだ。わかってはいる。けれど気持ちを切り替えようとすればするほど、上手くいかない。

　言われるままに、両手を腰の後ろに回しエプロンの紐を解く。その様子があまりに落ち込んで見えたのだろう、店長はため息を吐くと一花の正面に立ち、諭すように言った。

「仕事にプライベートなことを持ち込むな、とは言わねえよ。生きてりゃ良いことも悪いこともあって当然だしな」

「店長……」

「けど、このままずっと仕事にならないのも困る。明日一日休みにしてやるから、今夜中でも明日でもいい。あの社長ときっちり話をして来い」

　驚いて、俯かせていた顔を上げる。

「そんなわけには」

「休みが合わなくてすれ違ってばかりなんだろう」

　心配と面倒ばかりかけてしまっている。自分の不甲斐なさに情けなくなるが、その上のこの心遣いに目に涙が滲んだ。

「……失恋しちゃって更に落ち込んだらすみません」

「その時は失恋休暇ってことにしてやるよ」

「え、更にお休みがもらえるってことですか」

「馬鹿言うな、そう何日も抜けられちゃ困る」

　冗談めかして、一花の頭にげんこつを一つ落とす。つまりは、どうなるにしろこの土日ですっきりはっきりさせてこいということだ。

　一花はすっと背筋を伸ばすと、店員思いの高倉店長に向かいありがたく頭を下げた。この優しい上司の心遣いを無駄にしないようにしなければ。

「ありがとうございます。行ってきます」

「おお。玉砕してこい」

「ちょっ、失恋前提で言わないでくださいって」

　ははは、と豪快な笑い声に背中を押されて店を出る。あの人を、捕まえよう。明日……いや、今夜、すぐにでも。それがどんな結果になっても。

　今日、いつものようにフラワーアレンジを買いに来てくれた時、特に予定はないと言っていた。ならば、電話すればすぐに出てくれるだろうか。

　駅まで歩きながらバッグの中に手を入れてスマホを探した。早く、話をしたい。そう思うとまだ約束もできていないのに自然と歩調が速くなる。

　しかし歩きながらでは、上手くスマホが見つからず一度道の端に寄って立ち止まる。バッグの中を覗き込んでスマホを見つけた、その時だ。いきなり、強く肩を掴まれて驚いて顔を上げる。

「え……？」

　振り向けば、今会いたいと思っていたその人がそこに立っていた。

「瀬名、さん？」

　バッグに入れていた手から、掴んだはずのスマホが滑り落ちバッグの底に逆戻りする。どうして、ここにいるのかという疑問は驚きすぎて言葉には出てこなかった。しかし、一花の表情から読み取ったのだろう。

「……待ち伏せのようなことをして、すまない」

「えっ」

「何時になるかわからないようだったから、店の前で待っていた」

　いつから？　いつから待っていたのだろう。

　驚き目を見開く一花を見下ろす瀬名は、どうしてかとても険しい表情をしていた。いや、焦っている、というのが正しいだろうか。

　肩を掴む大きな手が、痛いほどに強くなり一花は少しだけ顔をしかめる。

「あの……私、何か……」

　彼のこの行動の理由がわからない。もしかして何か怒らせるようなことをしたのだろうかと、一花の方こそ不安と焦りが表情に滲む。けれど、次の瞬間にそんなマイナスの感情は全部一花の身から振り払われて、夜の空気に散った。

　強く一花を胸に抱きしめた、瀬名の腕によって。

「……一花」

　押し当てられて瀬名の胸から、絞り出されたような苦しい声で名前を呼ばれた。背中に回った手に更に力が加わり、のけ反った瞬間に一花の吐息が瀬名の喉元に触れて散る。

「瀬名、さん？」

「会いたかった」

　何事かと道行く人の視線が集まっている。けれど瀬名はそんなことはお構いなしだった。逃げられないように一花の頭を抱き込み、髪に頬擦りをする。指が髪をかき分けて、首筋の肌を掻いた。

「……会いたかったんだ、一花」

　だから逃げないでくれ、避けないでくれと囁き懇願される。耳もと近くの柔肌に、口づけながら。

　逃げてなどいない。避けたつもりもない。だから、瀬名がなぜ、こんな苦し気な声でそんなことを言うのか、一花にはわからない。

　だけど、きゅっと胸の奥が締め付けられるように苦しくなった。それからじわりと温かくなり、涙の気配につんと鼻の奥が痛くなる。

　なぜなら、一花もずっと、会いたかったから。こうして抱きしめて欲しかった。あの夜のようにもう一度、たくさん話をしたかった。自分の話を聞きながら、柔らかに微笑んでくれる瀬名に、ずっと触れたかった。

「……はい。私も」

　ずっ、と鼻を鳴らして、一花の両手が瀬名を抱きしめ返す。それを受けて、瀬名の腕はなお一層強くなった。

「とにかく歩こう……」

　いつまでも抱きしめ合っていては、人目にさらされるだけだ。瀬名が一花の肩を抱きながら、歩き出した。

　五分ほど歩いた先に、コインパーキングがある。何台か駐車されている車の中で、白いセダンの前で瀬名は立ち止まり助手席のドアを開けた。あまり車に詳しくない一花だが、どっしりと重量感のある車でどことなく高級感が漂っているのだけはわかった。

「お、お邪魔します」

　おずおずと乗り込む。すぐに瀬名がドアを閉めてくれるものと思いきや、彼はドアに手をかけたまま、しばらく一花を見下ろしていた。

「……あの？　瀬名さん？」

　乗ってはいけなかったのだろうか？　いや、しかしここに一花を伴って来たのは彼だし、ドアを開けてくれたのも彼なのだから、そんなわけはない。

　お行儀よく膝に両手を乗せたまま、戸惑い瀬名を見上げる一花に、瀬名は不意に腰を屈めて顔を近づけてきた。

　ちゅう、と唇に吸い付かれた。

「瀬名さ、んっ？」

　深いものではない。舌も入れない。けれど、一度ではなく二度、三度と唇を啄んだあとは、更に上半身で覆い被さり耳の縁にキスをした。

「シートベルト締めて」

　唇をくっつけたまま耳を擽るように囁かれ、ぞくりと肩を竦めた。

「は、はい。締めます、すぐ」

　そんな言い方をしなくても、普通に言ってくれればいいのに。まだ耳がくすぐられているような余韻に耐え、こくこくと頷いた。返事をするまでじっと間近で見つめていた瀬名は、一花が慌ててシートベルトに手を伸ばしたのを見て、やっとドアを閉める。すぐに運転席側から乗り込んできた彼は、一花がきちんとシートベルトをしたのを確認すると、手を伸ばして頭を撫でた。

「あ……、締めました」

「うん」

　瀬名の目が、じっと一花を見つめながらサイドから零れるおくれ毛を指で絡め取り、毛先まで辿る。次に頬に触れ、指の背でくすぐった。

　瀬名が、何を思っているのかがわからない。どうして、一花が逃げると思ったのか。けれど、さっき店の前で会ってから、ずっと何かを伝えようとしているような、そんな風に感じられた。

　じっと見つめ返せば、瀬名の目が細められた。それから触れさせていた手で一花の頬を包み込むようにし、今度は不意打ちではなくゆっくりと、顔を傾げて唇を近づける。

　目を閉じれば、舌で歯列をなぞられた。じっくりと、ひとつずつ形を確かめるようにされていると、何やら恥ずかしくなってくる。舌が歯の合わせをこじ開け、口内に入り込んでからも今度は裏側を。それから上顎や舌の裏側、一花の力が抜ける場所。

「ん、んんー……」

　執拗なキスに戸惑って、頬にある瀬名の手を握った。するとようやく、最後に舌先を絡め合わせてキスから一度解放される。はあ、と熱い吐息を互いに混じらせながら。

「もう少し、いい？」

「え？」

「君の足腰が立たなくなるまで」

「えええ？」

　実はもう、十分立てそうにない。瀬名の手を握る自分の手も、力が入らなくて感覚がおかしい。そして瀬名の言動もおかしい。

　狼狽えてぱちぱちと瞬きを繰り返す。

「逃げられないように、もっと」

「逃げません……どうして？」

　まただ、と思った。さっきから瀬名は、ずっとそればかりだ。

　どうしてそんなことを言うのか、と一花の方が悲しくなってくる。不安げに視線を揺らした一花の目尻に、零れかけた涙を拭うように瀬名は口づけた。

「俺には君だけだ。君しかいない。だから信じて欲しい」

　ここで初めて、瀬名がさっきから何を伝えようとしているのか理解した。

「古賀が君に言ったことで、不安にさせたなら、ちゃんと説明させてほしい。だからもう、逃げたり避けたりしないでくれ」

　確かに、古賀と話をした後から自分は動揺していた。瀬名が店に来てくれた時も、できるだけいつもどおりにしていたつもりだったけれど、あまり上手くいっていなかったようだ。

　だから今、彼はこんなに必死になって一花の手を握りしめてくるのか。はじめは、驚きの方が大きかった。好きな気持ちは、自分の方がずっと大きいと思っていたから。

　ぽかん、と瀬名を見つめる。けれど、じわじわと喜びが胸の中を満たし涙を呼ぶ。くしゃりと泣き笑いのような表情で、一花はこくりとひとつ、頷いた。




　古賀が瀬名のことについて語ったとき、彼女になんら悪意がないことは一花もよくわかっていた。

　おそらくは友人であり上司である瀬名が、悪く思われないように。誤解されやすい彼のために、もしかしたら普段からフォローをしているのかもしれない。

　本当は一途なところがある、とか、律儀な人間なのだ、とかそういう部分を伝えたかったのだろう。

「妊娠されてるんですね。それは、心配でしょうね、ご主人さん……」

「海外だから、すぐに駆け付けることもできないからな。それで、俺が様子を見に行ってやってくれと頼まれていた」

　事情を聴いて、納得をする。たしかにそれなら放っておけない。土曜日は様子を見に行く日、とスケジュールで決めてしまっているから、それでいつも計ったように同じ時間だったのか。

「もしかしたら、昔好きな人だったのかと思いました」

「……」

「瀬名さん？」

「……学生時代に。友人と彼女が付き合い始めるまで」

　正直に口にした瀬名に、一花は驚いて目を見開いた。運転席の瀬名は、まっすぐ前を向いたままハンドルを左右に揺らす。

「そうですか……」

「今はもう、ただの友人だ」

　聞きたくなかったような気もする。けれど、否定されていたってずっと心の奥にひっかかっていたかもしれない。

「毎週見舞いに行っていたのも、友人に頼まれたからだ。それと……」

　そこで彼は一度、言葉を切った。くるるとハンドルを回して右折する。

「毎週、見舞いにかこつけて、キャンディアートに通った」

　外灯の灯りが差し込んで瀬名の横顔を照らしたとき、少し照れたように見えたのは、気のせいだろうか。

「そう言ったら、信じてくれるだろうか」

　赤信号で車が停まる。瀬名の目が、まっすぐに一花を捕らえた。感情の問題だ。証明できるものなどどこにもない。正直に言うと、その言葉だけ聞いていると、一花にはわからなかった。だけど、瀬名が一花に見せる表情をいくつも思い出すほどに、信じたいと思う。

　自分が目にした瀬名を、信じたいと思う。

「……信じます」

　一花は、まっすぐ見つめ返して微笑む。そう言うと瀬名は、目を細めた。片手を一花の膝の上に伸ばし、手を握りしめる。

「じゃあ、もう逃げないか」

「だから、逃げてません」

「ずっと、素っ気なかった。平日でもいいから時間を作ろうって言ったのに、断った」

「え、それはだって、先週忙しそうだったじゃないですか。電話で話してても、出張で遠出されてたりしたから……」

　一花の主張は嘘ではない。実際、瀬名は忙しそうだったし出張にも出ていた。ただ、それを押してでも、少しの時間でも一花に会いたいと願っていたのが瀬名で、無理せずに休んで欲しいと思ったのが一花だった。

　プラス、瀬名に想い人がいるのではと思うとどんな顔をすればいいのかわからず、臆病になっていたのも確かだけれど。

「……呆れられたのかと」

　ぼそりと瀬名が呟いた。

「私が、瀬名さんをですか？　そんなこと」

「衝動的に手を出して、いいかげんな関係を結んだのだと思われたのかもしれないと、焦った」

　瀬名もまた一花と同じように思っていたのか。ぎゅっと一花の手を握る瀬名の力が強くなる。よかった、と小さな呟きと共に、その手を持ち上げて指先にキスが触れた。




　瀬名のマンションで最初に知ることになるのが浴室だとは。最初の夜は、余裕がなくて汗を流すこともなく抱き合った。だから今日はちゃんと浴びたいと言ったら、なぜか今、一緒にシャワーに打たれている。

　ざあざあと頭から熱いシャワーが降り注ぐ。あとずさった踵がバスチェアを蹴ってしまった。

「んふ、あ」

　キスを続けながら、バスタブの方へ追いやられていく。シャワーのお湯が、キスの合間の息継ぎを邪魔して、苦しい。耐えかねて顔を背ければ、差し出す形になった耳に舌が這う。瀬名の興奮が伝わってくる。呼吸が熱く、忙しない。

「はず、かし……」

　はあ、と息を吐き出しながら、漸う言った。一緒にお風呂に入りながら、裸で立ったままキスをしている現状が、恥ずかしくてたまらなかった。しかも、煌々と明るい。

　それが伝わっているのかいないのか。瀬名の両腕が、一花の細い身体に絡み、ぴたりと密着させられる。

「一花」

「あ……んっ……」

　後頭部に回った手に、がっしりと抱えられ固定される。逃げ場がないくらいに強く抱きすくめられ、耳の裏から首筋までを執拗に嬲られた。

　それは愛おし気に、唇が肌をくすぐる。首筋に口づけ、甘い吐息を肌に吹き込まれる。錯覚だろうか……熱のこもったその吐息が、愛しいと伝えてくれている気がした。甘い痺れが身体に脳に、伝わっていく。

「……あ、あ……あぁ」

　浴室の熱気も手伝って、頭が朦朧とする。

　膝がかくかくと震えた。自分で立つことが心許なく、自ら瀬名の肩に両手で縋る。すると瀬名は、ゆっくりと腰を屈めた。一花の身体を支えながら腰を下ろさせ、バスタブの縁に座らせる。自然、ぴたりと抱き合っていた身体は離れて、瀬名の目に一花の裸体がさらされることになる。

「や、だぁ」

　真っ赤になって、目を潤ませた。そんな一花を宥めるように、キスを再開する。一花の目の前に跪き、後ろへと逃げないように片手が首筋を支えた。唇へ、首筋へ、徐々にキスを移していきながら、もう片方の手が腰や大腿部を撫でる。内腿へするりと滑り込まれ、びくっと身体を震わせる。そのままあっさりと膝を割られ、指が秘所を擽ったのとキスが胸の先を啄んだのとは同時にだった。

「あうっ、あ」

　つんと固く膨らみ始めた薄桃色の蕾を、舌が這う。下腹部では、大きな手のひらが足の付け根に添えられ親指がすっと襞を撫で上げる。

　甘い声がシャワーの音に混じって浴室に響く。恥ずかしい、死ぬほど恥ずかしい。いっそのこと、もっとわけがわからなくなってしまいたい。

　目を閉じて、胸元に顔を埋める瀬名の頭を抱き込んだ。そうしていないと、身体が今にもくず折れてしまいそうだった。

　しがみつく一花の細腕の中で、瀬名は柔らかな果実に噛り付くように、胸に吸い付き歯を立てた。下腹部では、親指の腹が襞の内側を探り、蜜で濡らしては隠れた花芯に塗り込める。

　開きっぱなしの唇から、ひぃんと啼き声が漏れた。

「指じゃ、痛いか」

　ふるふると首を振る。刺激の塊のようなその場所を撫で続けられては、痛いも気持ちいいもわからない。

　しかし瀬名は、痛いのだと受け取ったようだ。ちゅ、と胸の先を最後に啄んでから、更に下へと頭を下げる。

「……え？　や、や……」

　信じられないことに、大きく開かされた足の間に、瀬名がいる。両手で内腿をしっかりと掴まれ、動かすこともできない。

「やあっ、ま、って」

「ああ、綺麗だ、とても」

　瀬名のすぐ目の前で、とろとろと蜜を零すその場所をさらけ出してしまっている。身体中の体温が上がり、火照った。待って、ともう一度声に出そうとした、その瞬間だ。

「ひあっ！」

　濡れて光る花びらに、瀬名が口づけた。何度か、唇にキスをするのと同じようにその場所を食む。下肢を支える両手の親指が、その花びらを左右に開いた。薄桃色の花びらが、充血して濃度を上げる。その内側を、舌がぞろりと舐め上げた。

「あ、あぁぁぁぁ」

　縋り付くように伸ばした瀬名の背に、爪を立てた。しかしお構いなしに彼は舌での愛撫を止めない。花びらを辿るように舌を這わせ、くすぐって、襞の上部で膨らむ花芯に触れる。

　指での愛撫の、比ではない。痺れるような甘い熱が、その場所に火が灯ったように燻り始める。

「ひあ、やめ、だめ、あああ」

　その熱い一点を、尖らせた舌で何度も何度も舐めて愛でる。唇で啄み、吸い付き口の中で温めながら、舌を擦りつけた。

　つん、と固くなった赤い花芽が顔を出し、直接舌が触れた時、一花の一際高い嬌声が響いた。

　逃げないよう、後ろに倒れ込まないように瀬名の両腕がしっかりと腰にまとわりついた。顔を埋めた先では、くちゅ、ちゅる、と愛撫の音が響く。

「ああ、あう、ああっ！　あああっ！」

　小刻みに舌を動かし、花芽を震わせ続けるほどに、一花の喘ぎ声はどこかに駆け上っていく。細い身体が強張り、戦慄く。一花の腕が必死で瀬名の身体に縋り、腰を抱き留めたまま瀬名が花芯を強く吸い上げた瞬間、背を仰け反らせて絶頂の声を響かせた。

「あああああっ！」

　身体を震わせ、何度も大きく胸を上下させる。そのままくたりと力を抜いた身体を、瀬名の腕が抱き留めた。

「ごめん、一花」

「あ、ん……っ」

　恍惚としたまま瀬名に抱き上げられ、薄く目を開く。朧気な視界に、瀬名の申し訳なさげな表情が写った。

「瀬名、さん？」

「シャワーの途中だけど、もう無理だ」

　まだ、お湯で流しただけでまともに身体も洗っていない。そうする前に、瀬名のキスに捕まってしまったからだが……彼はきゅっとコックを捻り、シャワーを止める。浴室を出てタオルでざっと一花の身体を拭うと、横抱きにした。

「あ、まって、まだ……」

　本当に、適当にしか拭けてない。しかも、一花の方だけだ。しかし瀬名は躊躇いなくそのまま寝室に向かい、ベッドの上にふたり雪崩れ込む。

「ベッドが濡れちゃう……っ」

「いいよ、どうせ濡れる」

　それは、汗で、ということだろうか？

　身も蓋もないようなことを言われて、唖然とする。一花を押し倒した瀬名を見上げると、獰猛な獣のような目をしていた。

「……今夜はもう、我慢はしない」

「え、ああっ！」

　早々に足の間に手が潜りこみ、指が一本埋められた。瀬名の言葉の意味を考える余裕もない。浴室での愛撫ですっかり濡れたその場所は、今も絶頂の余韻を残しており僅かな刺激で容易く熱を溜めていく。

「あ、ふ、んんっ……」

　指が膣壁を解し、無理が無いとわかるとすぐに二本目が差し込まれた。ふたつの指がばらばらと中を刺激し、腰が熱で震え、溶けてしまうのじゃないかと思った。

「瀬名、さ……あ、ああ」

「一花、ちゃんと呼んでくれ」

「ん、あ……ちゃ、んと？」

「名前で。あの夜は、呼んでくれただろう？」

　ぐりん、と瀬名が手のひらを上向けた。中で指が膣壁を刺激して「ひんっ」と悲鳴を上げてしまう。指が二本、激しい音を立てながら一花の中をかき混ぜ抽挿を繰り返した。そうしながら、一花に覆いかぶさり耳元で催促する。

「一花……ほら」

「あん、んんっ、ひあ、まっ……」

　これでは、とてもまともに呼べない。なのに、瀬名は愛撫の手は緩めないまま、催促を続けるのだ。

「呼んでくれ。これから、ずっと」

　擦り上げられた膣壁が、熱を上げていく。じんじんと熱傷のような疼きが内部で起きて、もっと擦ってくれと媚肉が瀬名の指にまとわりついた。そしてある一点で、身体を貫かれたような感覚を得て、背筋を反らせる。

「あん、あんっ、あんっ！」

　そこが、一花の中の良いところらしい。瀬名は見過ごさず、絶えずその場所を指で擦り続ける。

「やだ、ああっ！　そこ、ああっ！」

「一花」

「やああ、かず、さ、あんっ、和樹さ……ああああっ！」

　名前を呼んで、一花は二度目の絶頂を迎える。全身を戦慄かせ、汗を拭き出した一花に、瀬名は愛しくキスを落とし、ゆっくりと指を引き抜いた。

　靄のかかったような視界で、一花は瀬名の手がベッドサイドのテーブルを探っているのが見えた。

　小さな四角いパッケージを取り出したかと思えば、器用に片手と口で包装を破いてしまう。

　ぱちん、とゴムの音がした。それから瀬名の大きな体が、一花に伸し掛かってくる。同時に、濡れてすっかり綻んだ一花の蜜口に、硬い熱が宛がわれた。

「あ……」

　これから、自分は彼のものになるのだ。そう思えば、きゅうんと下腹部が切なく鳴いた。身体が、自分の女の場所が彼を呼ぶ。

「あ……和樹さん」

「ん……？」

　互いの一番柔く脆い場所。そこを触れ合わせたまま、一花はふと、気が付いた。まだ、謝っていなかったことに。

　一花の前髪を指で避け、顔のラインを擽りながら、瀬名は優しく微笑んで一花の言葉の続きを待っている。

「あの、ごめんなさい……あの日」

「あの日？」

　瀬名は、すぐには思い当たらないようだった。

「最初の夜……寝ちゃってごめんなさい」

　意識を失ったあとは何もなかったことぐらいは、一花にもわかった。さすがに貫かれていれば身体に何か余韻があったと思う。彼はきっと、諦めて休んでくれたのだろう。

　瀬名はようやく、謝罪の意味に気が付いたらしい。一瞬、小さく瞠目してから、苦笑いを浮かべた。

「いや。あれはあれで、良かった」

「良かった？」

「……可愛い寝顔を、長い時間堪能できた。おかげで生殺しにはあったが」

　かあっと頬を真っ赤に染める。その一花に、もう黙れとばかりに唇を重ねた瀬名が、ぐっと腰を押し付けた。

「んっ……ふ……んっ……」

　唇を啄みながら、熱い楔が小刻みに奥へ進み、少しずつ繋がりが深くなる。ゆっくりとした挿入は、思わず身を捩らせるような快感を連れて来た。

　最奥を、ずんとした重みで突かれた時、喉を仰け反らせ熱く深い吐息がもれる。差し出されたその白い喉元に、瀬名は顔を寄せ優しく口づける。

「一花、大丈夫か……？」

「あ……ん……」

　ぶるっ、と上半身を震わせる。自分の中が熱いものでみっちりと満たされた苦しさが、覆い被さり抱きしめる瀬名の腕が優しくていくらか慰められた。薄っすらと目を開ければ、霞んだ視界に瀬名の黒い瞳が見える。汗を滲ませ、目を細める。何かを堪えるようなその表情が大人の男の色香を溢れさせていた。大腿部が震え、交わる下腹部が熱く、どちらの熱かもわからない。一花の中が脈打ち、それと同時に互いの唇から甘い吐息が零れた。瀬名がその大きな手で汗に濡れた一花の前髪をかき上げ、顕わになった額に口づける。

　腹の中には、瀬名の熱い楔がいっぱいに埋められている。それを意識すれば、勝手に下腹部が熱くなり瀬名を強く締め付ける。

「……、く」

　官能の色濃く、整った眉が顰められた。彼は何もしていない。一花も何もしていないのに、勝手に膣壁が蠕動し、さらなる愉悦を求めて腰が揺れた。

「あ、ん……和樹さん」

　うっとりと、彼を求めた。その視線に引き寄せられるように、瀬名は顔を伏せ唇を合わせる。舌を差し出しなめ合いながら、腰をゆっくりと引き、再び埋める。

　穏やかな動作でも、逆にじっくりと膣壁を擦られて全身が痺れた。そうして瀬名は、一花の中の官能を、高めていく。

　段階的に抽送を強くされて、直に一花は悲鳴混じりの嬌声を上げる。高く両足を掲げて肩に乗せられれば、一層深くに彼が届いた。

「ふ、あああっ！」

　最奥をノックされれば、脳天を貫くような快感で目の中にチカチカと星が飛んだ。瀬名は、以降、無言だった。

　一花の嬌声だけが、部屋に響く。

「あ！　ひ！　うあ、ああっ！」

　奥を突かれるたびに声が跳ねた。まるで自分だけが乱されているようで恥ずかしく、なのに堪えることもできない。掲げた足の爪先が、引っ張られるようにぴんと伸びた。ぐじゅ、ぐちゅ、と耳を覆いたくなるような淫らな音を耳が拾う。けれど、すぐにそれを気にするほどの意識は一花にはなくなった。

　瀬名が一花の片足に頬を摺り寄せ、ふくらはぎとくるぶしに舌を這わせる。その間も腰の律動は止まらず一花を攻め立てた。

　肌を打つ音が強くなり、一花の中が熱く戦慄く。とろりとまた溢れた蜜が滑りをよくし、隘路は収縮し彼を締め付ける。

　瀬名は眉を寄せ、柔らかなふくらはぎに歯を立てた。そうして、お返しとばかりに、今もぷっくりと膨れたままの花芯にもう片方の手を伸ばしたのだ。

「ひあっ！」

　あられもない声をあげ、泣きそうにくしゃりと顔を歪ませる。いや、事実泣いていた。みるみると潤んだ瞳から、ぽろぽろと涙が零れ落ちる。哀しいわけではない。もうそんなことを感じる余裕もないから。

　ただ、身体の中から溢れる熱と一緒に、なにか込み上げてくる感情もあって、それが何かわからないまま全身を満たしていく。

　最奥を叩かれながら、親指で花芯を撫でられ続け、苦痛と感じるほどの愉悦に喘ぐ。ふたりの境目もわからなくなるほど腰が溶けて、小刻みに痙攣していた。そのくせ、中を穿ち与えられる愉悦ははっきりとして、一花の身体を高めていく。

　中と外と、もうどちらが気持ち良いのかわからない。もう、どちらでもいい。すべてがじんと熱く疼いて、ひとつになったような感覚で。

　ひくん、と身体がのけ反った。頭の中に光が飛んで、真っ白になる。一拍遅れて、引きつった喉から悲鳴のような嬌声が絞り出された。

「……あっ、あああああああっ」

　絶頂と共に、一花の中が強くうねり締め付ける。途端、瀬名も限界を迎えた。絡みつく熱い媚肉に耐えきれず、大きく脈打つと背筋を震わせた。

「はっ……あ」

　悩ましげな息を吐き出し、頭を一花の首筋に伏せる。荒い息を整えながら、シーツに突いていた手がゆっくりと一花の頭に添えられた。

　恍惚としてまだ何も考えられない一花も、その優しい手のひらは感じられた。身体が緩やかに弛緩し、波のように熱が退く。けれどさっき自分の中に込み上げたよくわからない感情だけは、今もまだ胸の中を満たしたままだ。

　ほろり、とまた涙が零れ、眦からこめかみに滑り落ちる。息を整えた瀬名が、髪を撫でながら首筋に柔らかなキスを落とす。官能を誘うものではない、労わるようなキスが耳まで辿り、そこで涙の味を拾う。

「……一花？」

　はらはらと、涙は中々止まってくれない。

「どうした。辛かった？」

「ううん……そうじゃなくて」

　広い背中に手を回し、抱き着いた。汗ばんだ肌が、なぜか心地よくほうっと熱く満たされた吐息を零す。

「……幸せで」

　そう呟いて、ああこれが幸せなのかとその時になって、気が付いた。




　それからぱたりと、一花は意識を失っていたようだ。どれくらいの時間が過ぎたのだろうか。薄っすらと目を開ける。窓のカーテンの隙間からは陽は差し込んでおらず、まだ夜のうちだと、それだけはぼんやりと理解した。

　身体が、異様なほどにだるい。そして一花の背後から絡みついている腕が、少し重い。あの人の腕だと認識して、抱かれたことを思い出した。

　今日は、ひとりではなかった。もっとも今後は、ひとりで残されたとしてもそれほど不安に思うこともないだろうけれど。

　彼は寝ているのか、規則的な息遣いが頭の天辺、旋毛あたりに触れていた。目の前には、自分の身体を囲いこんだ腕がシーツの上に投げ出されている。大きな手に、何気なく自分の手を重ねた。

「……おっきい」

　一回り以上、大きい。分厚くて、指も長い。大きいけれど、綺麗だなあと思う。この手に触れられるのは、とても気持ち良かった。いや、官能的な意味だけでなく、ただ髪を撫でられるだけ、頬をくすぐられるだけでも、うっとりと思考が溶けてしまいそうになる。

　大きな手のひらを指で撫でていると、徐にその手が動く。

「え」

　ゆっくりと顎にその手が添えられた。促されて後ろを振り仰ぐと、少し不自然な姿勢で唇が重ねられる。

「ん……瀬名、さん？」

　舌で唇の隙間を撫でて、離れた。

「名前、戻ってる」

「あ……えっと…………和樹さん」

　今まで、抱かれて乱されている時に催促されただけだったから、異様に照れてしまう。顎に添えていた手が私の肩に触れ、後ろを向くように促される。ころん、と彼の腕の中で寝返りをすると、正面から向かい合う形になった。

「……慣れないです、急には」

「ん……そのうち慣れて」

「うん……」

　もしかして、寝ぼけているのだろうか。目は開いているけれど、口調はのんびりとして声は寝起きのような掠れたものだ。

　手を伸ばして、整った顔立ちの頬に触れる。すると彼が顔を傾げて、その指先にキスをする。

「明日、仕事だろう。店まで送る」

「あ、休みになりました」

　そう言うと、瀬名の目がぱちりと開いた。今度こそはっきり目が覚めたのか、その様子に思わず含み笑いをする。

「店長が。私があんまり落ち込んでるから、きちんと玉砕して来いって」

「なんで玉砕前提なんだ……」

「あは、私も同じこと言いました。……励ましてくれたんです、顔は怖いけどすごく優しい上司なので」

　瀬名は少々、複雑そうにため息を吐く。首を傾げる一花の頭を、抱き寄せた。

「やっぱり、心配かけてたんだな。店長とも一度話した方がいいな」

「えっ？　いえいえ、上司ですけどいくらなんでも……」

　どういう話をするのかは知らないが、そういうのは普通、両親とかにするものでわざわざ職場の上司には必要ないのでは？　

　だが、瀬名はなぜか渋い顔をして言った。

「……このところ、店に行くとかなり鋭い目で睨まれてた」

「えっ、嘘っ」

「本当だ。明らかに敵を見る目だった」

　思い出したのか瀬名が眉を寄せ、目を細めている。一花は唖然として、一瞬開いた口が塞がらなかった。心配してくれていたのはわかっているが、店長なのにまさかお客様を睨みつけるなんて。

「す、すみません……！　私が余計な心配かけたから」

「いや、悪いのは俺だから」

　慌てる一花を宥めるように、瀬名の大きな手が小さな額に触れ、髪をかき上げる。指が通る感触が心地よく、一花は目を細めた。瀬名が上半身を起こし、一花の肩を掴んでゆっくりと覆い被さる。瞼に額、頬、そして唇を啄んだ。

　彼のキスは、すきだ。激しく情熱的な時も、こんな風に愛しむように穏やかなキスも、自分がとても大切にされている気がする。求められている気がする。

　その感覚を信じていけばいい。

「……和樹さん」

「ん？」

　顔中にキスを受けながら、両手を持ち上げ彼の首筋に縋る。

「……すき、です」

　瀬名が僅かに肩を跳ねさせた時、その想いのまま一花は瀬名に口づけた。彼がしてくれたように、等しく想いが伝わりますように、と。










エピローグ











　付き合って、三か月が経つ。瀬名とはやはり、時間が中々合わずでゆっくりデートができる日は限られる。

　それでも、お互いに会いたいと思えるからたとえ短い時間の逢瀬でも、大切にした。土日の昼休憩には、瀬名が時間を合わせてランチを一緒に食べたりもした。たった小一時間のために申し訳ないと思うけれど、一花も会いたいと思うから。

　逆に、一花が平日休みの時は、瀬名が仕事を終えるのを待っていたりする。ただ瀬名からすればどうしても、それが嫌らしい。

　仕事上がりが何時になるか、急に予定が変わることもあるから、一花を待たせていると考えただけで気が気じゃないといった様子だった。

　付き合って判明した。相変わらず「好き」だとか直接的な言葉は滅多に聞けないけれど、瀬名は一花をとても大事にしてくれている。それはその行動や態度からひしひしと伝わっているが……一花に対する感情以外に、元々がかなりの心配性であるようだ。

　一花も子供ではない。待ち合わせの時間が多少狂ったり、結局会えなかったりしても致し方ないとわかっている。瀬名の仕事が忙しいのは知っているから、それくらいの理解はできるつもりだ。

　連絡がつかなければ適当な店で暇をつぶすくらいのことはできる。しかしできるできないの問題ではないようで。

　外で待つのだけはやめてくれ、せめてどちらかの部屋で待っていてくれと、合い鍵を渡されたのが付き合って一か月の頃だった。

　いくらなんでも早すぎないだろうか。そう思ったけれど、それで瀬名の心配が少しでも和らぐならと受け取った。

　古賀は言う。付き合ったら結構、面倒くさい男かもよ、と。




　休日の今日、一花は瀬名のマンションで夕食を作って待っていたのだが、やはり遅くなるようだ。ビーフシチューはすっかり冷めてしまった。

　ソファでころころとしながら、彼の帰りを待つのは少しも苦ではない。少しだけでも会えるなら嬉しいのだ。でも、考えてしまう。

「……私は寧ろ、待っていたいんだけどなあ」

　きっと今日も、慌てて帰って来るだろう。そういう姿を見ると、逆に自分が会いたがることで、瀬名の負担になるのではないかと思ってしまう。

　夕食だって、食べられるかどうかわからないのに作られたら気を遣うだろう。けれど、待ってる時間が手持ち無沙汰で、結局作ってしまう。さすがに、帰りを待つことはせず先に食べるようになったけれど。

「……どうしよう、かなあ。もう待たない方がいいのかなあ」

　いや、でも、多分。自分は会いたくてきっと、来てしまうだろう。

　そんなことを悶々と考えていれば、ようやく玄関ドアの開く音がした。ソファでくつろがせていた上半身を、ぱっと起き上がらせる。そのすぐ後に、リビングの扉が開いてスーツ姿の瀬名が入って来た。薄っすら、額に汗を滲ませている。

「おかえりなさい！」

「ああ、ただいま……悪い、遅くなった」

　一花の予想通り、申し訳なさそうな顔をする。一花は笑って「大丈夫」と言うけれど、瀬名はきっとどれだけ言っても気にするだろう。やっぱり、会い方をもう少し考えた方が良いだろうか。

　会える回数は、少なくなってしまうかもしれないが。それは寂しい、と下唇を噛んだ時だった。スーツの上着を脱ぎ捨てた瀬名が、一花のすぐ横に腰かける。

　それから、一花の手を取り握った。

「……一花、少し考えたんだが」

「は、はい……？」

　やっぱり、頻繁には会えなくなるのだろうか。緊張の面持ちで、瀬名の言葉を待つ。

「……自分でも、どうかしていると思う。けど、どうしても……我慢できない」

「う、うん……？」

　どういうわけか、何かを言おうとしている瀬名の方まで緊張した表情を浮かべている。ぎゅっと一花の手を握りしめ、たっぷりの間をおいて、彼は言った。

「ご両親に、挨拶をさせてもらえないだろうか」

　まったく、さっぱり、思いもよらないことを告げられ、一花はきょとんと眼を見開いた。意味がよくわかっていないのだ。

「あの、私の？」

「そうだ。ああ、あと必要なら店長にも挨拶に行く」

「いえ、だから。何の挨拶ですか？」

　そこでまた、瀬名は一度言葉を詰まらせ、きゅっと引き結んだあと。まっすぐに一花の目を見つめて言った。

「一緒に、暮らそう。ここに越してきて欲しい」

「え……」

「そうしたら、時間がすれ違っても毎日顔を見ることができるし、無理な待ち合わせをすることもなくなる。ここが一花の家になるんだから。けど、ご両親は心配なさるだろうからきちんと挨拶をさせて欲しい」

「あい、さつ」

「ああ、結婚を前提と、して」

　ようやくわかった気がした。彼がさっきから、ずっと緊張しているのはこの一言の為だろう。もちろん一花も、すぐに言葉が出ないほど驚いている。

　大きく目を見開いて、ぽかんとしたまま返事をしない一花の手を、瀬名は離さない。そしてもう一度、「嫌か」と問うた。

　ふる、と顔を横に振った。嫌ではない。嫌なわけはないのだけれど。

「い、いいんですか。だって、でも、まだ三か月で……」

「早すぎるのはわかっている。だから、結婚はまだ先になるだろうが、一緒に暮らすなら責任がある」

　だから挨拶をさせて欲しい、と。

　嬉しいよりも、驚きの方が先に来た。だけど、じっと一花の答えをまっている瀬名の視線を受けていると、じわじわと喜びも湧いてくる。

　汗ばんだ、大きな手を握り返す。口元を綻ばせ、一花は言った。

「……店長にも必要かもです。今住んでいるのは会社が借りてくれている寮なので、引っ越す手続きは店長を通さないと」

　つまりは、イエスだ。瀬名がほっと安堵のため息を吐き、一花の手を持ち上げる。

「わかった。ご両親と店長に、ご挨拶に行こう。ああ、それと指輪も買いに行かないと」

　そこでついに、声に出して笑ってしまった。

　早すぎる。けれど、それでもいいかもしれない。何せ自分たちは、たった一夜で結ばれた、そこから始まったのだから。

　笑うな、と彼が言う。憮然とした表情で唇に噛みつかれ、それからしっとり柔らかくなるキスに目を閉じた。

　言葉少ない、彼が言った。キスの合間に、掠れた声で誤魔化すように。

「愛している」と。








了
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